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予 算 決 算 委 員 会 記 録 

 

令和４年１２月１３日（火曜日） 

  午前１０時００分開議 

  場所：第１委員会室 

 

１．本日の会議に付した案件 

 １．令和４年第７回玉名市議会定例会付託案件 

  議第８２号  令和４年度玉名市一般会計補

正予算（第７号） 

議第８３号  令和４年度玉名市国民健康保

険事業特別会計補正予算（第

３号） 

議第８４号  令和４年度玉名市後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２

号） 

議第８５号  令和４年度玉名市介護保険事

業特別会計補正予算（第３号） 

議第８６号  令和４年度玉名市浄化槽整備

事業特別会計補正予算（第３

号） 

議第８７号  令和４年度玉名市水道事業会

計補正予算（第３号） 

議第８８号  令和４年度玉名市公共下水道

事業会計補正予算（第３号） 

議第８９号  令和４年度玉名市農業集落排

水事業会計補正予算（第３号） 

  議第１０１号 令和４年度玉名市一般会計補

正予算（第８号） 

 

２．出席委員（２２名） 

 委 員 長    多田隈 啓 二 君 

 副 委 員 長    一 瀬 重 隆 君 

 委 員    大 野 豊 重 君 

 委 員    中 村 慎 吾 君 

 委 員    浜 田 繁次郎 君 

 委 員    瀬 崎   剛 君 

 委 員    田 浦 敏 晴 君 

 委 員    山 下 桂 造 君 

 委 員    立 川 信 之 君 

 委 員    坂 本 公 司 君 

 委 員    𠮷 田 真樹子 さん 

 委 員    北 本 将 幸 君 

 委 員    松 本 憲 二 君 

 委 員    德 村 登志郎 君 

 委 員    西 川 裕 文 君 

 委 員    江 田 計 司 君 

 委 員    近 松 惠美子 さん 

 委 員    前 田 正 治 君 

 委 員    作 本 幸 男 君 

 委 員    森 川 和 博 君 

 委 員    中 尾 嘉 男 君 

 委 員    田 畑 久 吉 君 

 

３．欠席委員（なし） 

 

４．事務局職員出席者 

 事 務 局 次 長    松 野 和 博 君 

 係 長    小 畠 栄 作 君 

 書 記    古 閑 俊 彦 君 

 書 記    德 永 優 貴 君 

 

５．説明のため出席した者 

 副 市 長    村 上 隆 之 君 

 教 育 長    福 島 和 義 君 

 総 務 部 長    𠮷 田 勇 人 君 

 企画経営部長    今 田 幸 治 君 

 市民生活部長    松 田 智 文 君 

 健康福祉部長    酒 井 史 浩 君 

 産業経済部長    蟹 江 勇 二 君 

 建 設 部 長    田 代 史 典 君 

 企 業 局 長    荒 木   勇 君 

 教 育 部 長    藤 森 竜 也 君 

 議会事務局長    糸 永 安 利 君 

 建設部首席審議員    金 棒 利 彦 君 

 教育部首席審議員    堀   治 也 君 
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 総 務 課 長    井 上 康 博 君 

 秘 書 課 長    瀬 﨑 陽一郎 君 

 財 政 課 長    宮 本 圭一郎 君 

 地域振興課長    平 川 伸 治 君 

 市 民 課 長    古 賀 祐一郎 君 

 税 務 課 長    冨 安   崇 君 

 環境整備課長    塚 本 昭 広 君 

 総合福祉課長    小 山   聡 君 

 くらしサポート課長    平 田 光 紀 君 

 高齢介護課長    瀬 崎 しのぶ さん 

 保険年金課長    松 下   匡 君 

 保健予防課長    木 村 隆 宏 君 

 子育て支援課長    中 野 光 昭 君 

 農林水産政策課長    前 田 竜 哉 君 

 農地整備課長    小 山 恭 徳 君 

 商工政策課長    中 川 由 美 さん 

 観光物産課長    伊 藤 恵 浩 君 

 土 木 課 長    田 上 幸 二 君 

 都市整備課長    中 尾 賢 治 君 

 会 計 管 理 者    二階堂 正一郎 君 

 上下水道総務課長    津 川 隆 一 君 

 上下水道工務課長    田 上 武 靖 君 

 教育総務課長    西 原 正 信 君 

 教育総務課指導主事    松 本 恒 明 君 

 教育総務課指導主事    島 田 浩 一 君 

 教育総務課指導主事    成 瀬 陽 一 君 

 文 化 課 長    平 川 裕 一 君 

 博 物 館 長    竹 田 宏 司 君 

 コミュニティ推進課長    西 川 慶一郎 君 

 スポーツ振興課長    小 山 晃 生 君 

 議会事務局次長    松 野 和 博 君 

その他関係職員 

 

午前１０時００分 開会 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） 皆さんおはようござ

います。 

 委員会を始める前に申し上げます。委員会は、

インターネット配信をしておりますので、各位並

びに執行部におかれては、個人情報等の発言には

十分御注意お願いします。なお、審査に当たって

の発言の際には、必ず挙手をされ、指名しますの

で、委員においてはマイクスタンドのボタンを押

して氏名を述べられてから発言し、終わりました

ら再度ボタンを押してください。執行部において

は、ワイヤレスマイクのスイッチを入れ、所属と

氏名を述べられてから発言し、終わりましたらス

イッチをお切りください。また、委員が質疑され

る際には、予算資料のページ番号及びナンバーを

必ずお伝えいただくようお願いします。 

 審査の順序方法については、別紙の議案審査進

行表に従い、一般会計補正予算第７号については、

それぞれ所管部の説明後、質疑、委員間討議まで

を行ない、執行部を入れ替え、教育部の質疑委員

間討議の後、討論、採決を行ないます。 

 特別会計及び水道事業会計等については、それ

ぞれの議題ごとに質疑、委員間討議、討論、採決

の順序で行ないます。その後、再度執行部を入れ

替え、追加提案されました一般会計補正予算（第

８号）について、それぞれの所管部の説明後、質

疑、委員間討議、討論、採決の順序で行ないます。

また、各担当課から説明は配付しております予算

資料を基に行なわれますが、必要最小限の事業に

絞っての説明となります。ただし、補正予算資料

及び予算書等の内容はすべての審査の対象である

ことを申し添えておきます。なお、一般会計にお

ける各事業の財源となる歳入については、各事業

の歳出の説明と併せて対応する歳入を各担当課が

説明します。よって、財政課は財政課所管の歳入

のみの説明となります。 

 最後に執行部の皆さんに申し上げますが、説明

時間は、審査案件ごと１０分以内をめどにお願い

いたします。また、本日の委員会に傍聴の申出が

あっておりますので、これを許可いたします。 

 それでは、ただいまから予算決算委員会を開会

いたします。 
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 今期、予算決算委員会に付託されております案

件は議案９件でございます。 

 ここで副市長から発言の申出があっております

ので、これを許可いたします。 

 どうぞ。 

○副市長（村上隆之君） 皆さんおはようござい

ます。 

 予算決算常任委員会が議員の皆様一堂に会して

開催されます。初の試みと思いますが、予算の審

議がこのように開催されますことは、議員の皆様

に取りまして、そして市民の皆様に取りましても

市政の動きというものがわかりやすい内容になる

ものと期待をしておるところでございます。執行

部も全力をもって、皆さん方の慎重審議に対応し

てまいりたいと思っております。 

 それから、新型コロナに関しまして、第８波が

徐々にではございますが、増加の傾向にございま

す。私どもも注意深くしっかりと対応してまいり

たいと思っております。それと、今日、新聞報道

がありましたが、医療機関によりまして、過誤の

接種が発生いたしました。これは医療機関でお二

人の接種が同時に入室されて、１本の注射器で同

時といいますか、１本の注射器を続けて打たれた

ということで、過誤の接種。検査の結果につきま

しては、異常がないということでございましたの

で、御報告申し上げたいと思います。また、過誤

を受けられた１０代の男性の人に対しましては、

心よりおわびしたいと思っております。 

 それでは、初の予算決算の常任委員会でござい

ます。よろしくお願い申し上げまして、冒頭のあ

いさつとさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（多田隈啓二君） それでは、総務部、

企画経営部、市民生活部所管の審査を行ないます。 

 議第８２号令和４年度玉名市一般会計補正予算

（第７号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○税務課長（冨安 崇君） 税務課長の冨安です。 

 これから審査いただきます総務部、企画経営部、

市民生活部所管の予算資料の範囲についてでござ

いますが、予算資料２ページの１番、一般管理費

から７番、社会保障税番号制度事業までと７ペー

ジの４５番、ごみリサイクル減量化事業、１０

ページの中段、各款職員等人件費及び下段、今回

補正額のその他一般財源でございます。 

 それでは、主な事業の内容について御説明いた

します。 

 予算資料の２ページをお願いいたします。 

 ５番、収納管理事業７５６万９,０００円の追

加でございますが、主に確定申告や地籍の修正な

どによる税額更正により納め過ぎとなる市税の納

付者に還付するための償還金でございます。 

 以上でございます。 

○環境整備課長（塚本昭広君） 環境整備課長の

塚本でございます。 

 続きまして、７ページをお願いいたします。 

 ４５番、ごみリサイクル減量化事業５３４万５,

０００円の追加でございますが、原油価格高騰に

よるごみ袋作成委託料を増額し、市民への安定供

給を図るものでございます。なお、本年１０月１

日作成分から単価契約の変更を行なっております。 

 以上でございます。 

○総務課長（井上康博君） 総務課長の井上です。 

 １０ページをお願いいたします。 

 中段の各款職員等人件費３,０９６万８,０００

円の追加でございます。主に、人事院勧告に基づ

く給与の改定で、初任給及び若年層の俸給月額の

引上げ及びボーナスの０.１月分引き上げるもの

でございます。 

 以上でございます。 

○財政課長（宮本圭一郎君） 財政課長の宮本で

す。 

 下段の今回補正額の財源でございますが、一般

財源の内訳につきましては、主に補正の財源調整

として、普通交付税令和３年度からの繰越金及び

財政調整基金繰入金を追加するものでございます。 
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 以上で、総務部、企画経営部、市民生活部所管

にかかる案件の説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 質疑及び委員間討議ありませんか。ありません

か。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 予算資料の７ページの４５番のごみリサイクル

減量化事業の中で、ごみ袋製作委託料が高騰とい

うことで補正してあるんですけれども、単価契約

を１０月から補正したという話だったですよね。

もうちょっと説明をしてほしいんですけれども、

具体的に。 

○環境整備課長（塚本昭広君） 環境整備課長の

塚本でございます。 

 この契約の方法につきましては、今年度当初に

単価契約を行なっております。昨今の原油価格高

騰等の原因により、材料等の値上がり等がござい

ましたので、今年度下半期１０月１日から単価を

変更して契約を行なっている所でございます。で

すので、単価契約という契約の方法については変

わっておりません。単価の増加でございます。 

 以上でございます。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 では、１０月１日に単価を切りかえたとしたら、

それ以降のいわゆる製造分について引き上げたと

いうことですよね。それまではつくっておるけん

ですね、いっぱい。 

○環境整備課長（塚本昭広君） 環境整備課の塚

本でございます。 

 はい、委員おっしゃるとおりでございます。 

○委員（前田正治君） はい、わかりました。よ

かです。 

○委員（中尾嘉男君） おはようございます。中

尾です。 

 ２ページのこれちょっと確認ですけども、５番

の収納管理事業の中で、今回も還付金の払戻しと

いうものが発生しております。過去に３年ぐらい

前だったかな、還付金の払戻しをしてない、遅く

なったという事例があっております。現在はきち

んとやっておられますかね、ちょっと確認ですけ

れども。 

○税務課長（冨安 崇君） 税務課長の冨安です。 

 ただいまの質問の内容ですけれども、基本的に

地方税法におきまして、発生した場合は即対応す

るということになっておりますので、そのように

事務執行は行なっているところでございます。 

 以上です。 

○委員（中尾嘉男君） 中尾ですけども、最近は

そういう事例はなかわけですね。 

○税務課長（冨安 崇君） 税務課長の冨安です。 

 今現在は発生しておりません。 

○委員（中尾嘉男君） はい。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

 今の５番の件で、どういう事柄によってこの償

還金をせなんようなことが生じたのか。その辺の

ことをちょっと説明してもらえませんかね。 

○税務課長（冨安 崇君） 税務課長の冨安です。 

 内容的には、確定申告、所得税であったり、法

人税の確定申告に伴いまして、税額が変更された

分、過年度分の税額変更に伴う減額であったり、

固定のほうで地籍の面積の誤りがございまして、

その分の更正をかけたところでの還付金となって

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。大

丈夫ですか。 

 ほかに質疑ありませんか。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

 ３番の財政調整基金のところなんですけど、前

年分繰越しで、９月で５億円積み立てた残額で４

億３,０００万円だから、トータル９億３,０００

万円となるんですか。繰越金、ということですよ

ね。 

○委員長（多田隈啓二君） それでよろしいです
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か、執行部は、どうですか。 

○財政課長（宮本圭一郎君） 財政課長の宮本で

す。 

 はい、今、北本委員が言われたとおりです。９

月補正で５億円、今回４億３,０００万円を積み

立てるものでございます。 

 以上です。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

４億３,０００万円のこっておったということ

ですか。そもそもそれを全部積み立てるというこ

と。 

○財政課長（宮本圭一郎君） 財政課長の宮本で

す。 

 １２月の補正で例えば、国とか県に返す償還金

が多額に見込まれた関係で、９月補正と１２月補

正に２回に分けたということでございます。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑ありませ

んか。 

○委員（松本憲二君） すみません。先ほどの

ちょっとごみ袋の件なんですけど、これはつくら

れる側が原材料費が上がったということなんです

けれども、市民が購入する金額というのは一切変

わらないと考えておってよかっですかね。 

○環境整備課長（塚本昭広君） 環境整備課長の

塚本でございます。 

 はい、委員おっしゃるとおり、この分について

は製作委託料が増加いたしておりますけれども、

市民への販売額については変更はございませんの

で、今までどおり窓口で市民の方が購入される場

合は、販売価格というのは変わっておりません。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） すみません、松本です。 

 今回は販売価格を変えんということなんですけ

れども、このままずっと原材料が上がった場合に

は、そんときに検討するということで考えとって

よかですね。 

○環境整備課長（塚本昭広君） 環境整備課長の

塚本です。 

 これにつきましては、検討をしたいと思います。

ただ、外部的な要因もございます。製作料が上が

りました。それに伴って市民の方への負担を大き

くした場合、野焼きが増えたり、不法投棄が増え

たりというところで、目に見えない環境悪化が懸

念されますので、そこら辺を総合的に判断した上

で、販売価格については検討したいと思います。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） はい、わかりました。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですかね。

ほかに質疑、委員間討議ありませんか。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 １０ページの職員等人件費についてお尋ねしま

す。人事院勧告によって、職員の人件費がアップ

になったんですけど、会計年度任用職員に対して

はどういった対応になっとるですかね。 

○総務課長（井上康博君） 総務課長の井上です。 

 会計年度職員については、今回は改定はありま

せん。アップしません。 

 以上です。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

会計年度任用職員のいわゆる賃金については、

どういう。例えば、職員に準じるとか、私はそう

いうふうに理解しとったわけです。ですから、職

員が上がれば当然なにがしかの賃上げが会計年度

任用職員にも反映するというふうに思っておった

わけですけど、今回は見送りということは、新年

度について何かそういった方向性もあるとですか。 

○総務課長（井上康博君） 新年度のほうで検討

して上げる方向で検討していきたいと思っており

ます。 

 以上です。 

○委員（前田正治君） なるほど、なら、わかり

ました。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（前田正治君） はい、よかです。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑及び委員

間討議はありませんか。 
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○委員（松本憲二君） 西川です。 

 予算にはちょっと関係ありませんけど、ただい

まあった会計年度任用職員さんの人数はちなみに

何名ですか。 

○総務課長（井上康博君） ２８０人ほどです。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

 ほかに質疑及び委員間討議はありませんか。 

 大丈夫ですか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

 ここで執行部入れかえのため、暫時休憩いたし

ます。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午前１０時１９分 休憩 

午前１０時２４分 開議 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） それでは、休憩前に

引き続き委員会を開きます。 

 次に、産業経済部、建設部、企業局所管の審査

を行ないます。 

 まず、議第８２号令和４年度玉名市一般会計補

正予算（第７号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） おはようご

ざいます。農林水産政策課長の前田です。 

 これから御審議いただきます一般会計にかかる

産業経済部、土木部、企業局所管の予算資料の範

囲についてでございますが、７ページの４４番、

浄化槽設置整備費及び４６番、環境保全型農業支

援事業から８ページの５７番、公園整備事業まで

の予算と１１ページの（９）から（１９）までの

債務負担行為の補正でございます。 

 それでは、これより主な事業といたしまして、

計４件の要求内容について担当課より御説明いた

しますので、まずはじめに、予算資料の７ページ

中段をお願いいたします。 

 ４６番、環境保全型農業支援事業の１５３万３,

０００円の増額につきましては、自然環境の保全

を重視しました有機農業により、水稲などを栽培

する農業者の育成及び経営安定化を目的としたも

のでございまして、新規で今回、取り組みます２

団体及び栽培面積を増加させる１団体に対しまし

て、国、県及び市が定額で交付する補助金でござ

います。なお、この事業の財源につきましては、

環境保全型農業直接支払交付金としまして、国が

２分の１を、県及び市が４分の１ずつを負担する

ことで全額が交付されるものでございます。 

 続きまして、４７番、産地生産基盤パワーアッ

プ事業の１,８６５万円の増額につきましては、

市地域農業再生協議会が策定した産地パワーアッ

プ計画に基づきまして、地域が一丸となり収益力

向上に取り組む産地の強化を目的にしたものでご

ざいまして、家畜飼料となりますＷＣＳ用稲の収

穫から販売までこれらを新規で取り組みます一団

体に対し、国が補助率２分の１以内で交付する補

助金でございます。なお、この事業の財源につき

ましては、国の産地生産基盤パワーアップ事業補

助金としまして、県を介しまして全額交付される

ものでございます。 

 当課からは、以上でございます。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 予算資料８ページ５６番をお願いいたします。 

 施設等管理運営事業で、委託料の１２３万７,

０００円は、岱明コミュニティーセンター及び磯

の里集約設計業務委託でございます。本事業は、

松原海岸の一体化の活用に伴い、管理運営業務が

総合福祉課から観光物産課に移管されることによ

り組替えを行なうものであります。総額３０９万

３,０００円のうち、１２３万７,０００円を今回

補正でお願いし、残り１８５万６,０００円を債

務負担行為でお願いいたします。 

 観光物産課からは以上でございます。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中
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尾です。 

 同じく８ページ、５７番、公園整備事業の９３

５万円は、公園施設長寿命化計画策定業務で、こ

れは公園施設長寿命化計画の第３期見直しにかか

る策定業務を令和５年度までの２か年をかけて実

施する予定ですが、国の交付金追加交付を受けま

して、令和５年度契約予定分を前倒しし、今年度

契約するものです。事業内容は、玉名市内の都市

公園５６か所のうち４７公園の遊具などの健全度

評価を行ない、その後１０年間で改築や更新の必

要性を取りまとめるものです。なお、この事業の

財源は、国の社会資本整備総合交付金（都市公園）

として２分の１に当たります４６９万５,０００

円を交付されるものでございます。 

 以上で、産業経済部、建設部、企業局所管にか

かる議第８２号の説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で、執行部の説

明は終わりました。 

 これより、質疑及び委員間討議に入ります。 

 質疑及び委員間討議はありませんか。 

○委員（近松惠美子さん） 近松です。 

 今、説明ありました５７の公園整備事業の計画

策定業務なんですけれども、遊具などの点検と言

われたんですけれども、遊具がないところ、足り

ないところとか、そういう評価もされるんですか。 

 ただ古くなっていて危ないから何年後に入れ替

えたほうがいいという感じを調べていくわけです

か。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 長寿命化計画というのは、その施設の維持を目

的としますので、新しく入れるということはでき

ないということになっております。交換がメイン

になります。 

 以上です。 

○委員（近松惠美子さん） 近松です。 

 そういうことなんですか。今ある遊具を全部点

検して、交換して、いつの時期に交換していくか

ということを調べるために９３５万円使うという

ことですか。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 ９３５万円というのは追加、来年度分の契約の

一部でございまして、実際契約しているのは２か

年で３,１７９万円を契約しております。 

 以上です。 

○委員（近松惠美子さん） どうして３,０００

万円もいるんですか。今あるのの点検だけで。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 点検４７か所公

園を全部見るということで、主に人件費というこ

とになりますけど、その積算を積み上げたという

ところでこの金額になりますが、実際、設計金額

からすると大分落ちて契約をしているので、実際、

それだけいるということにはなりますけど、以上

でよろしいでしょうか。 

○委員（近松惠美子さん） 近松です。 

 ３,０００万円もかけるんでしたら、同じ手間

だからこの公園にはこういう設備だけでいいのか

なという視点で見るということも付け加えていた

だきたいなというか、それはそう見て、そう感じ

るということだけだから特別お金が要ることでも

ないので、そういう視点ももってもらいたいなと

いうのが、私としての要望です。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） すみません、松本です。 

 今の関連になるんですけど、この都市公園とい

うのが先ほど５６か所中４７か所がすると、今回。 

 この都市公園の大きさというのも多分まちまち

だと思うんです、小さな公園から。都市公園の規

定というもの、広さとか、こういう遊具を有して

いるところを都市公園とかいうというのがなんか

あるんですか。広さ規定とか。あまりにも都市公

園が多すぎるのかなとちょっと感じるわけです。

小さいのも含めて。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 
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 公園の種類ということになると、大きいほうか

らというか、基幹公園として総合公園とか、蛇ヶ

谷公園になりますけど、大体規模的にいって１か

所あたりの面積が１０ヘクタールから５０ヘク

タールを標準として設置するのが総合公園、運動

公園になりますと、大体１か所あたり１５ヘク

タールから７５ヘクタール、街区公園、主に町、

居住する人の利用が目的とする公園というと、大

体距離的に２５０メートルの範囲内で１か所あた

り０.２５ヘクタールを標準とか、近隣公園、玉

名でいうと古閑近隣公園になりますけど、これが

１か所５００メートルの範囲あたりで１か所あた

り２ヘクタールを標準として設置するという規定

はあります。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） もちろん今、都市公園に

建設してある遊具なんかの点検、老朽化していな

いか、それを長寿命化でずっと更新していくとい

うことなんですけど、それってやっぱり、今、都

市公園課の職員が何人おるかちょっとわからんで

すけど、そこで半分くらいとか、４分の１とかと

いうのは、なかなか職員で検査に回るという体制

づくりというのは難しかっですかね。 

 ブランコだったら下に埋まっている部分がサビ

くってるとかいうのは、なかなか掘ってみらんと

わからんとかんしれんばってん。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 通常の点検だったら、目視点検だったら職員で

定期的に回って検査をしてますけど、今回の長寿

命化計画に関しては、根本的に違うところとか、

そういうところを見る健全度評価というのは、な

かなか職員ではできないので、そういうところは

専門業者にお願いしてするということになります。 

 以上です。 

○委員（中尾嘉男君） ちょっとくどくなるよう

ですけども、ちょっとお尋ねします。 

 その５７番の公園についてですけれども、この

５６か所のうち４７か所、今回点検を委託でやる。

まず、１点目が検査をしてそのときに使用禁止と

いう調査員が判断をするじゃないですか、危険度

があるということで、その場合は、調査員が使用

禁止のなんかばして、使われんごとするのか、ま

た、この報告、内容の報告、これはどのペースぐ

らいでやってあるのかちょっとお尋ねします。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 先ほど言われた危険なところに関しては、調査

段階で報告が入るようにしております。そういっ

たことがない場合は、まとめて年に３回ぐらいの

報告という形を取っております。 

 以上です。 

○委員（中尾嘉男君） 中尾ですけども、要する

に使用していいか悪いかを私は聞きよるわけです。

そういう危険度が増している遊具があって、これ

はもう既に使うとでけんというふうなことで、即

禁止をする何かの目印か、お知らせかを調査して

いる人たちが見てそういうこともされているのか。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 先ほどの質問は、一応、調査段階でもし危険、

すぐ使うといけないというときは、その調査員の

方で初期的な処理はされております。おりますと

いうか、依頼をしております。 

 以上です。 

○委員（中尾嘉男君） ちょっとそういうようと

俺、説明の悪かつかなんか知らんばってん、歯切

れの悪かね、なんか。答弁の。 

 そういうことで、それと、まとめてなんかやっ

とると、報告をということだったね、これまとめ

てやってるというのはどのくらいの期間ね。これ

そもそも１年ね。５６か所見てしもたならそれで

終わりね、調査は。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 ２か年でするということは、一応、数が多いの
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で２か年にするわけですけれども、今年度令和４

年度に関しては、桃田運動公園と岱明中央公園と

蛇ヶ谷公園の３か所を行なうということになって

おります。来年度にそのほかの４４か所の公園を

するという予定で行なうことにしております。 

 報告に関しては、中間報告と最終報告と年度ご

とに報告をすると、まとめてする報告という、一

応、そういう計画になっております。 

○委員（中尾嘉男君） 最後になりますけど、こ

の報告は一刻も早くまとめてするんじゃなくて、

そういうことで職員さんが定期的に見回りよると

いうことですけども、そこら辺がまた重複するわ

けよね、大丈夫なところば見る必要はないし、そ

ういうところの内容の変更というか、そういうこ

とを部長、田代部長、きちっと指示をしてやって

いったがよかと思うよ。もしもなんかあったとき

にはやっぱり行政の責任になっとだけん。こっだ

け３,０００万円というお金を投じながらそうい

うことやって、そこの報告の遅れの違いとか、そ

ういうことで発生することもあるから、その辺は

十分気をつけられてやってください。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） すみません。この長寿命

化対策というのは、大体何年に一遍で行なわれる

とですか。毎年３,０００万円使うわけじゃな

かっだろうけんね。 

○都市整備課長（中尾賢治君） 都市整備課の中

尾です。 

 基本的には５年に１回になります。 

○委員（松本憲二君） ５年に１回。 

○都市整備課長（中尾賢治君） はい。 

○委員（松本憲二君） はい、わかりました。 

○委員長（多田隈啓二君） 大丈夫ですか。ほか

に。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

 ５６番の岱明コミュニティセンター及び磯の里

集約設計業務委託、これ補正でいっちょいっちょ

追加するわけですよね、最初になんぼですか、こ

れ。３０９万３,０００円という金額が出てるの

に、後で追加とかどういうことで、後で予算補正

せなんいかんだったのかな。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 この予算につきましては、当初予算で最初総合

福祉課のほうで計上されておりまして、それが今

回、所管課が観光物産課ということになりますの

で、そのものを受け継いだと、引き継いだという

ことで、今回、その３０９万３,０００円のうち、

１２３万７,０００円を今回、補正という形にな

ります。 

○委員（田畑久吉君） それはわかるんだけど、

当初に金額がはっきりわかっているわけでしょ。

なぜ、それを当初予算にあげないのかな、その理

由はなんですか。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 この予算につきましては、組替え予算ですので、

当初予算ではなくて、組替え予算ということにな

りますので、ということです。 

○委員（田畑久吉君） まあ、いいです。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

 ほかに、前田委員。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

 ７ページの４６番、環境保全型農業支援事業に

ついてちょっとお尋ねします。 

 有機農業で取り組んでいる団体というのは、何

団体ぐらいあって、生産品目は大体どぎゃんとば

生産しよんなはっとかなと思って。併せて、その

年代というか、若い人なのか、年配の人なのか、

その辺もちょっとお願いします。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 

 まず、１点目の御質問の団体数、市内にはいわ

ゆる有機農法とか、無農薬、無肥料、いろんな有

機農法がございますけど、これらすべてを玉名市

のほうでは、申し訳ございませんが把握できてお
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りません。今、環境保全型農業の説明を申し上げ

ましたが、この補助事業を活用して市内において

今年度取り組む団体というのは、先ほど述べまし

たとおり４団体ございます。 

 品目につきましては、失礼しました３団体でご

ざいます。品目につきましては、米、大豆、ミカ

ン、ここらあたりになります。 

 年代につきましては、代表者の方で申し上げま

すけど、３０代の方から５０代、６０代以上の方、

代表を務めているような団体はございません。 

○委員（前田正治君） 前田ですけど、ちなみに

販路についてなんかつかんどんなはるならちょっ

と、販路。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 

 この有機農法に取り組まれる方の販路につきま

しては、独自に販売ルートをお持ちの方で、当然

ＪＡとかの出荷ではなくて、独自で販路開拓され

ております。 

 中には、これからも含めてですけれども、ウェ

ブサイトあたりで販路を開拓されるお考えの方も

いらっしゃるだろうと思います。 

 以上です。 

○委員（前田正治君） 今回、この事業に対して

は３団体ということなんですけど、有機農法をさ

れているところはいっぱいあると、そういうとこ

ろがこの事業に乗ってくるためには、何らかのい

ろいろ条件があると思うとですけど、こういった

事業に、私は、有機はもっと広めんといかんと思

うわけですよ。販路についても給食の食材にする

とか、いろんなことで全国を見ると有機栽培が

ずっと広がってきよるけんですね、玉名市もそう

いう方向に目を向けていく必要があっとじゃない

かなと思うとですよね、それでこういった支援事

業を受けるための何か条件というか、そういった

のは何かあっとですか。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 今回、補正

しましたこの補助事業に関しては、要件というの

はございますが、今、委員もおっしゃったように、

市としましてもこの有機農法というのは、緑の食

料システム戦略、国が策定している関係上、推進

していく立場にあると思います。 

 先進事例としましては、山鹿市あたりにはいわ

ゆる移住定住とセットでそういう取組をなされて

いるところがございますので、今、申し上げまし

た緑の食料システム戦略の中の活用できそうな補

助事業も御紹介しながら、複合的にこういう事業

を効率的に進めていく必要があると考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員（前田正治君） そういったことで、若い

人が玉名市に入ってきて、有機栽培をしたいとい

うことで、やっぱり行政も応援するということに

なれば、販路についても積極的にいろいろ相談に

も乗るという方向でやってもらいたいと思います。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） すみません、松本です。 

 この有機農業、結局、これの有機農法の定義と

いうのがあるとですか。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 

 まず、有機農業とは、定義の話ですけれども、

これにつきましては、有機農業促進法におきまし

て、いわゆる有機農業というもののまず一つが、

化学的に合成された肥料、農薬を使用しない。 

 次に、遺伝子組み換え技術を活用しない。さら

に、農業生産に由来する環境への負荷をできる限

り低減すると、こういった生産方法で行なわれる

農業を有機農業と申します。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） 農薬も一切使用していな

い。化学肥料の一切使用していないというところ

がこの３団体というのに当たったわけですよね、

そんなふうに理解してよかですね。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 
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 極力低減させるという目標を、ただ５割以上と

いうのが環境保全型の補助事業の対象要件になっ

ていますので、全くゼロではないということでご

ざいます。 

○委員（松本憲二君） すみません、松本です。 

 さきほどちょっと前田議員がおっしゃったよう

に、今後これだけ資材物資が入ってこんごとなっ

てきよっですよね、化学肥料の資源が今、ロシア

とウクライナの勃発から全体的に入ってこんごと

なりよる。有機農業じゃないですけど、好循環型

だったりというので、家畜の糞尿から肥料を造ろ

うとか、そういうのも推進ばされよるけんが、こ

ういう団体が増えることというのは、非常に玉名

市にとっても有意義であるし、こういう補助金を

受けられるということがもちろんあるので、市の

ほうからも情報発信、農業やってらっしゃる方で

あったり、ＪＡとの連携を取って、有機農業の

もっともっと拡大を広めていただきたいなとお願

いをします。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 

 繰り返しにはなりますが、いわゆるこれまでの

農業というものが先ほど委員もおっしゃられたよ

うに、肥料の原料の価格高騰とかいろんなところ

が相まって、やはり有機農法、農業、こちらのほ

うに移行しつつございます。そこについて、先ほ

どから申し上げてます緑の食料システム戦略、こ

こと足並みを合わせたような形でできる支援を行

政というのは行なっていきたいと考えております。

併せて、一番大事なのは、一定収量を確保するこ

とと、品質向上、さらには販路の確保、ここら辺

を今おっしゃられたように、ＪＡとか関係機関と

協力し合って、やはり背中を押してあげるような

施策を打っていく必要があると考えております。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（松本憲二君） はい。 

○委員（山下桂造君） 山下です。 

 今のに関連なんですけれども、今回、財源が県

のほうからきておりますけれども、この財源に対

して今回は３団体だったと、もし４団体あれば４

等分するとか、そんな形で配分されるんでしょう

か。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 

 私が先ほど説明の中で申し上げたのは、いわゆ

る公費の負担割合になります。ですから、国が２

分の１、残り２分の１を県、市で半分ずつという

ことで、県の予算につきましては、当然、今回補

正をしておりますけれども、しかるべきタイミン

グで要望調査が行なわれます。それをもとに県と

して国に要望する。県については、その国の採択

ありそうなものについては、県議会の中で予算を

確保するという流れになっておりますので、枠で

予算を取るという考えではございません。 

 以上です。 

○委員（近松惠美子さん） 近松です。 

 今の有機農業の件ですけども、３団体というこ

とですけど、私がちょっと思い浮かべただけでも

もっとたくさんいるんですよね、ということで、

どういうふうにこれは、先ほど団体数は不明だと、

把握してないということでしたけども、どういう

ふうにこういうのが始まったということをそれぞ

れの人に周知しているのかということをお伺いし

たいということが１点。 

 それから単純に計算すると１団体当たり５００

万円という感じになるんですけど、どういった感

じでこのお金は計算されるのかということ２点お

伺いいたします。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 

 ある程度の規模でなされる農業者の方、ごくご

く小規模でなされている方、様々でございますの

で、ここについて把握ができていないのはちょっ

と申し訳ないんですが、周知に関しては、当然、

広報紙であったり、後はホームページ等様々な手
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段で周知はしております。現に、今回新規でまた

２団体申込みをなされたところでございます。 

 補正の内訳としまして、今回は、先ほど申し上

げました５割削減ということで、面積に応じて、

１０アール当たり１万２,０００円、これをもと

に先ほどの補正の金額を算出しております。 

 以上です。 

○委員（近松惠美子さん） わかりました。 

 １０アール当たり１万２,０００円ということ

で総額が１,５００万円になるということですね。 

 やはりこれから大事なのは、国でもそういう有

機農業を進めると、何年ですかね、何年後には

何％というのを国でも方針出しておりますので、

もう玉名市としてやはりこういうのに取り組んで

いる団体を、１５０万円だったですね。あまり多

くなかったですね、失礼しました。 

 こういう団体をチェックしていく、把握してい

くということが必要な時期が来ているんじゃない

かと思うんですけれども、そして、そういう方々

に聞いたら結構誰がしてるという情報を持ってい

るので、ぜひ、そこに取り組んでもらいたいなと

思っているんですけど、もう一つは、販路がどう

かという質問がありましたけど、学校給食にして

いるというところがあちこちで出てきてますけれ

ども、まず最初に、私としては保育園の御飯です

ね、保育園に入れるようなことを、担当が違うの

かもしれないんですけれども、協力し合って、そ

ういうことも考えていただきたいなと思います。 

 団体の把握の件で。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 

 学校給食に関しては、今食育も含めて、地元産

の農産物等を提供したりしておりますけれど、今、

委員もおっしゃったように、小中学校学校給食に

とどまらず、そういう保育所とか保育園あたりに

ついても、庁内関係課と協議をしながら、徐々に

ではありますけど、普及促進を図っていきたいと

考えます。 

○委員（近松惠美子さん） 御存じかと思います

けども、保育園は御飯を保育園で出すのは未満児、

３歳未満児なんですよね、それ以降の子はお弁当

御飯だけ持ってくるんですよね、幼稚園によって

は、保育園によっては、たまきななんかは、全部

の子に無農薬食べさせたいということで、３歳以

上児も御飯を出しているんですね。だから玉名市

として未満児だけだったらちょっとなんですよね、

御飯が。だから全員の子どもに脳が育つときが一

番大事なので、小さい子ほどこういうものを食べ

させてあげたいと思うので、保育園に対してのお

米というのも検討していただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員（坂本公司君） すみません、坂本です。 

 先ほどの定義の聞き逃しがあったんで、化学肥

料を使用しない、遺伝子組み換えしない、すみま

せんもう一つ最後のやつを教えてもらっていいで

すか。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 

 もう一度最初から繰り返させていただきますが、

有機農業促進法におきまして、化学的に合成され

た肥料及び農薬を使用しない。遺伝子組み換え技

術を活用しない。農業生産に由来する環境への負

荷をできる限り低減すると、この３つの要件が満

たされて有機農業ということになります。 

○委員（坂本公司君） ありがとうございました。 

○委員（作本幸男君） 作本です。 

 今、定義というか、肥料を５割以下とか、以上

とかいう話ですけど、それはどうやって確認する

わけですか。使ってないとか、使っているとかい

うやつはどこで確認しているわけですかね。自己

申告ですか。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長の前田です。 

 これは補助の要件として、化学肥料や化学合成

農薬を５割低減させるという前提で事業申請をし

ていただきまして、その後何割実際は低減された



 

 －13－

のかというのは、これは事業制度上確認すること

はございません。ただ、事業主体の申告といいま

すか、申出で確認をするということになっており

ます。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（作本幸男君） 自己申告ですかね。申告

せんなら駄目でしょ。お金が来ないわけでしょ、

申請せないかんわけでしょ。結局、自己申告とい

うことですたいね。使ってないということで出て

るわけでしょ。 

○農林水産政策課長（前田竜哉君） 農林水産政

策課長、前田です。 

 実際、何割低減というのは、先ほど申し上げた

ように、行政とか県とか確認はいたしませんで、

御本人さんが申告をされると、申請主義といいま

すか、そこにそういう制度でございます。 

 ただ、有機ＪＡＳとかいろんな制度に認定を受

けられている方だったりしますので、そこら辺で

ある程度の担保といいますか、そこはできている

と考えます。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（作本幸男君） はい、いいです。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 ２件あるんですけれども、７ページの１番下の

ため池ハザードマップ作成業務についてなんです

が、これ県費だと思うんですけれども、玉名には

確か１０６のため池があってそのうちの５７個の

池についてハザードマップやられるということで、

ちょっと確認なんですけど、１０６ある中の５７

で、その残りはどうされるのかということと、恐

らくこの事業の調査結果が県から確か年明けの３

月に報告されるかと思うんですけれども、報告さ

れた後で、実際の工事だとか、どこのため池を補

修していきましょうだとか、そういう優先順位だ

とか、その時期はいつぐらいになるのかとか、そ

の当たりをちょっと教えていただきたいのが１点

と、８ページの玉名ブランドの推進のところで、

羽田空港で物産観光フェアの開催ということでや

られてるんですけど、これって何か合同の催し、

１０月に熊本県観光のほうでやられたものがあっ

たんですが、そのことのものなのか。かつ、この

事業でなんか効果が出るのか、もしくはやったこ

とであればでたのか、これまでそういう他県での

実績があるのかどうかをお伺いしたいと思います。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 羽田空港においての玉名物産観光フェアにつき

ましては、これは地域活性化企業人プラグラムに

おいて当課に派遣されております観光アドバイ

ザーの発案の事業でございまして、羽田空港マー

ケットプレイスで玉名市の観光と物産のＰＲイベ

ントを開催しまして、首都圏周辺地域及び飛行機

を利用する地方都市の居住者を対象に、玉名の知

名度アップを図ることを目的とする事業でござい

ます。 

 期待される効果といたしましては、羽田空港国

内線は１日当たり平均利用者数が１８万８,００

０人という利用者と、それから飛行機を利用しな

い空港イベントの参加者や飛行機の見物に訪れる

人と、それから空港に勤める従業員５万７,００

０人余りいますけども、そういった観光物産のＰ

Ｒのターゲットになると考えております。なお、

羽田空港マーケットプレイスは、観光物産ＰＲの

場所として多くの人にＰＲすることができ、認知

度アップの効果が期待できるものと考えておりま

して、今回、この試みについては初めて玉名市独

自での開催ということで、試みる事業でございま

す。 

○委員（大野豊重君） これ時期はいつなんです

か。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 時期は３月に予定しております。 

○委員（大野豊重君） 令和５年の３月。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） はい、そうでご
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ざいます。 

○委員（大野豊重君） 市の単独でということは、

玉名市１つだけのブースでやられるということで

すね。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） はい、そうでご

ざいます。 

○委員（大野豊重君） それ、エリアはどれくら

いのサイズで、羽田空港のどこのビルなのか。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 羽田空港の第１ターミナルの２階のマーケット

プレイスになります。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（大野豊重君） はい、ありがとうござい

ます。 

○委員長（多田隈啓二君） それでは、まだ今、

質疑、委員間討議の途中ではありますが、議事の

都合により暫時休憩いたします。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午前１１時０５分 休憩 

午前１１時１７分 開議 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） 休憩前に引き続き、

委員会を開きます。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

 さっきの観光の物産フェアのところなんですけ

ど、内容的には物品を販売したり、旅行的な商品

も売りにするとですかね、内容。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 内容につきましては、物産品の販売につきまし

ては、玉名の農産物、６次産品、物産品を市が商

品リストを作成して、日本航空のビルディングの

会社にそれを提供いたしまして、そこが商品の選

択といいますか、選定をすると、選定販売をする

ということで、すべて一括で日本航空が買い取っ

てそれを販売するというような仕組みになってい

ます。 

 それとあわせて、玉名市の観光のＰＲというこ

とで、観光ＰＲのチラシであったり、そういった

ところでＰＲをしたいというふうに考えておりま

す。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

 ということは、売る品物はむこうしか決めれん

ということで、こっちから何人か行くわけですか。

地元の業者の人たちは行ったりせんということで

すか。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 職員が３名そちらのほうで販売に同行して、Ｐ

Ｒを行なうと計画をしております。 

 以上です。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

今回初めてということなんですけど、これでど

う効果検証していくかもあると思うんですけど、

よかったらいろんなところでもしていこうという

考えなんですか。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） この先どういう

方向性になるのかちょっとわかりませんけれど、

とにかく多くの方の目にとまるというようなとこ

ろで、かなり期待しているところでございます。 

 以上です。 

○委員（松本憲二君） すみません、関連で松本

です。 

 今回、日本航空ということだったんですけど、

どうせするなら、第２のＡＮＡさんとか、乗降口

でするのか、降りるところでもするのか、飛行機

を降りられて、今から東京に帰ってこられる方々

もいっぱいおらすわけでしょ。やっぱり交互に、

乗降と下るところは、到着口と乗り口、搭乗口は

違うけんがですね、そがんとこばもうちょっと精

査してしていく。ましてやこれは物産だけじゃな

くて、物産の販売だけじゃなくて、ふるさと納税

にもかかってくるわけですよね、ふるさと納税の

１万円に対してはこういう商品がありますよとか、

２万円だったらこういう商品がありますよという
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のも含めた中で、していただかれると非常に目に

ついて、玉名市にふるさと納税してみようかなと

か、こういう特産品があるんだったらというふう

になってくると思うとですよね。もちろん観光Ｐ

Ｒも物産の販売もということもあるけれども、ふ

るさと納税のもうちょっとアップというのも狙っ

たところで、全体的な販売戦略というか、そうい

うのをちょっと、もうちょっと細やかにしていっ

たほうがよかっじゃなかつかなと思うとですけど、

今回は日本航空さんだけということなんですけど、

どうせだけんですね。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 今回、地域活性化企業に観光物産課にＪＡＬか

ら派遣されている方の砦という形で、こういった

プログラム事業を組んだところでございますけれ

ども、今後この事業を取り組んだところで、効果

検証しながら、また、議員の御提案いただいたも

のを参考にしながら、進めていきたいと考えてお

ります。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに、質疑及び委

員間討議ありませんか。 

○農地整備課長（小山恭徳君） 農地整備課長の

小山です。 

 先ほど大野議員のほうで資料の７ページの番号

は５０番、５１番に当たりますため池ハザード

マップの件についてお答えします。 

 大野議員のほうから１０６のため池があって、

今回、私どもが５７の防災重点ため池のうち２２

か所のハザードマップを作成しますけど、残りは

どういった形なのかという質疑についてなんです

けど、１０６のため池の残りのうちの４９のため

池がありまして、それについては、今年度県のほ

うで停滞の調査を行なっております。５７のため

池のほうは今年２２なんですけど、前回ため池ハ

ザードマップ作成しておりますので、残りについ

ても次年度考えてますので、５７についてはハ

ザードマップ作成をしまして、４９については、

先ほどの停滞の調査をしながら、今後内容につい

てしていきながら事業のほうはそれから考えると

いうことで、現段階では工事とかそういった予定

はありません。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 今、課長のほうから答弁があったのは、１０６

のうちの残りの話で、はい、ありがとうございま

す。 

 今回の防災重点用ため池の５７か所についての

県からの報告書が令和５年３月まで調査をされて、

それ以降に年明けの４月から５月で報告をされる

というふうに聞いておるんですけれども、それと

の関係性というのは、その事業だと思うんですけ

ど、要はそれの工事だとか、そういう優先順位だ

とか、次は、今調査しているから次の工事に向け

ての動きはどうなるのかというのをちょっとお聞

かせいただければなと思ってるんですけど。 

○農地整備課長（小山恭徳君） 農地整備課の小

山です。 

 今、大野議員、うちのほうはあくまでもハザー

ドマップ作成という形で今回してますので、今、

大野議員が令和５年度に調査完了するというのは、

ちょっと私のほうも把握していませんし、うちの

ほうもそういった調査は、５７については。５７

の重点ため池については、一応、調査は既に終

わっていますので、それについてあくまでも今回、

ハザードマップの堤防決壊したときにはどういっ

た形にシミュレーションになるかとか、そういっ

たマップを作成するというのを私どもがこの３月

までかけてするという計画になっております。 

 以上です。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

 県のほうで調査している防災重点ため池のほう

との関係性は、これは関係がなくて、今、課長が

おっしゃられたハザードマップのほうのため池の

調査と別という事業ということですね。残りのや
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つは今後検討していくということでよろしいです

か。 

○農地整備課長（小山恭徳君） 農地整備課の小

山です。 

 残りといいますと、それはさっき言った４９の

ほう、それとも。 

○委員（大野豊重君） ４９のほう。 

○農地整備課長（小山恭徳君） ４９ですかね。

４９について防災重点ため池以外が今、４９あり

ますので、それについて本年度県のほうで調査を

されていますので、その結果が今言った３月まで

できあがりますので、その結果に基づいて今後ど

ういった形でしていくかというのを検討したいと

考えております。 

 以上です。 

○委員（大野豊重君） はい、ありがとうござい

ます。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに、質疑及び委

員間討議はありませんか。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

 羽田空港の往来でされたのは、非常にそれはそ

れなりに効果はあると思うんです。なぜかという

と、そういうところはみんな目的を持って乗った

り、降りたりで、非常に先を急ぐ人が多い。以前、

大阪の千里ニュータウンの中でしましたね。ああ

いうところはそれを見るために、買うために来る

人が多いわけです。だからそういう場所をできる

だけ選んで、年に２、３回はしてもらったほうが、

農産物の販売、玉名の農産物販売、また、玉名の

イメージアップにつながると思うんです。千里

ニュータウンなんかと比べた場合の売上げなんか

どうでしたか、比較したら。過去のことだからわ

かりにくいと思うから、それはいいです。そうい

うふうにそういった人の安心してそこに来れる場

所で、催しをやってほしいです。お願いとして申

しておきます。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに、質疑及び委

員間討議は。 

○委員（𠮷田真樹子さん） 𠮷田です。 

 今の博多空港でのイベントの件ですけど、羽田。

ごめんなさい。やっぱりあっちに住まれている方

たちも、玉名出身の方、連絡できるなんかがあれ

ば、応援といいますか、そうやってお声かけする

とやっぱり玉名からはるばる来られたということ

で、ただ見に行ったりとか、お友達に声をかける

とかいうのがまた広がるかなと思いますので、わ

かるところの玉名出身の方には、なんか連絡を入

れてみるというような、ちょっと細かいことにな

るけど、するとまた、違うの中と思いました。 

 以上です。 

○観光物産課長（伊藤恵浩君） 観光物産課長の

伊藤でございます。 

 この事業につきましては、東京事務所、熊本事

務所を通じながら、在郷の県人会当たりにもお声

かけをしながらＰＲをしたいというふうに思いま

す。周知につきましては、玉名市のホームページ

やＳＮＳを活用した周知のほか、日本航空ビル

ディングがイベントの告知を実施予定とすること

となっております。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（𠮷田真樹子さん） はい。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに、質疑及び委

員間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

 次に、議第８６号令和４年度玉名市浄化槽整備

事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたし

ます。 

 執行部の説明を求めます。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 予算資料の１５ページ下段のほうになります。

お願いいたします。 
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 議第８６号令和４年度玉名市浄化槽整備事業特

別会計補正予算（第３号）について御説明いたし

ます。 

 １番、浄化槽整備事業、人件費の増額８万３,

０００円は、人事院勧告に伴う人件費１名分の調

整でございます。なお、財源につきましては、一

般会計からの繰入れでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 議第８６号について、質疑及び委員間討議はあ

りませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） ないですね、これに

て質疑及び委員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 議第８６号について討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第８６号令和４年度玉名市浄化槽整備事業特

別会計補正予算（第３号）については、全員一致

をもって可決することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

 次に、議第８７号令和４年度玉名市水道事業会

計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 予算資料の

１６ページをお願いいたします。 

 議第８７号令和４年度玉名市水道事業会計補正

予算（第３号）について御説明いたします。 

 収益的支出１款水道事業費用、１目減水排水費

１,２００万円の増額は、物価の高騰に伴い溝の

上水源池、中土浄水場など、水道施設の電気料金

が令和３年度の同月と比較すると約２０％の増と

なっており、今後動力費に不足が生じるおそれが

あることから、増額補正をするものでございます。 

 次に、３目総係費６４万８,０００円の増額は、

人事院勧告に伴う人件費１０名分の調整でござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） はい、以上で執行部

の説明は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 議第８７号について、質疑及び委員間討議はあ

りませんか。 

○委員（中尾嘉男君） この８７号について

ちょっとお尋ねしますけれども、これは今回水道

を使用されている方々に対しての援助ということ

ですね、それで、我々のところなんかは地下水な

んですよ、その辺の使ってないところの方々の検

討はされたのか。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 今、中尾委員の御質問ですけれども、今回の増

額補正につきましては、燃料費の高騰ということ

で、主に動力を有する施設の分の予算が当初より

大分上がっているところもありますので、その分

に予算を充てるということでございますので、一

般料金に関しては、増減はございません。また、

先ほどお話がありましたそれを利用されてない方

につきましての支援というのは特段考えていない

ところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに、質疑及び委

員間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 議第８７号について討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 
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 これより採決に入ります。 

 議第８７号令和４年度玉名市水道事業会計補正

予算（第３号）について、全員一致をもって可決

することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認めさ

よう決定いたしました。 

 次に、議第８８号令和４年度玉名市公共下水道

事業会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 執行部の説明を求めます。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 予算資料の１７ページをお願いいたします。 

 議第８８号令和４年度玉名市公共下水道事業会

計補正予算（第３号）について説明いたします。 

 収益的支出１款公共下水道事業費用、１目管渠

費で２２０万円、３目処理場費で７３０万円、合

計９５０万円の増額は、物価の高騰に伴い浄化セ

ンター、立願寺ポンプ場、マンホールポンプ場な

ど、これらの下水道処理施設の電気料が令和３年

度の同月と比較すると約１８％の増となっており、

今後動力費の不足が生じるおそれがあることから

増額補正をお願いするものでございます。 

 次に、７目総係費５７万１,０００円の増減は、

人事院勧告に伴う人件費１０名分の調整でござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 議第８８号について質疑及び委員間討議はあり

ませんか。 

○委員（松本憲二君） すみません、松本です。 

 先ほどの８７号でもあったんですけれども、電

気代がずっと値上がりするということで、この浄

化センターにしても水道のため池ていうか、貯水

槽というんですかね、井戸のところにあるじゃな

かですか、電気代というのが資源が全体的に高く

なっていくというのも考えたときに太陽光とかと

いうのがそこに浄化センターでもあそこの六田、

松木か、松木の浄化センターでも太陽光の設置と

かで電気代をカバーするというその辺の計算なん

かばされたことていうとはあるとですか。太陽光

ば設置して、そこの浄化センターの電気代ば補う

とか、そのときにどういった効果が出るとか、そ

がんとも今からは全体的にそこだけのあれば、電

力会社からすべての供給じゃなくて、動力に関し

てはできんかもしれんですね、はっきりいった話

が、普通の施設内の１００ボルトの電気だったら、

十分可能性というともあっとじゃなかつかなと思

うわけですね、その辺の検討というのは今まで１

回もしたこつなかつか。自然エネルギーば使って

いきましょう、使っていきましょうという中で、

ずっと毎年上がるなら、ずっとそれ。先ほど中尾

委員がおっしゃったように、浄化槽が一切整って

ないところあるわけじゃなかですか、水道も全部

整っとらんところもある。そこには弊害が出るで

すたいね、どがん言うたっちゃ。その辺も含めた

中で、そういう検討は１回もされたことなかっで

すかね。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 今、松本委員の御質問のいわゆる太陽光、自然

エネルギーを一部導入したところでの検討ですけ

れども、今までその件については、検討は行なっ

ておりません。ただ、先ほど委員の中の質問でも

ありましたとおり、今後やはり燃料費というのは

どんどん上がりつつあります。今後も不透明なと

ころもございますので、代替えといった形で太陽

光又は自然エネルギーでございますので、それに

ついては検討ということで考えていきたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○委員（松本憲二君） すみません、松本です。 

 ぜひ、費用対効果というのが数字的に多分現れ

ると思うけんが、その辺は十分検討ばして、対応
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していただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに、質疑及び委

員間討議はありませんか。 

○委員（田畑久吉君） 田畑でございます。 

 ポンプ場にしろ、浄化センターにしろ、松本委

員言われたように太陽光、大きな節約になると思

うんですよね、それでさっきの排水場か、水道の

排水場にしても、太陽光ももちろんできます。ほ

とんどが動力が電気よくくうと思うんです、機械

の動力。しかし、照明なんかＬＥＤなんか変えた

り、我々家庭でも２０か所ほどＬＥＤにみんな変

えてしまって、小さいながらでも節約考えてして

るんですよね、その辺のことも細かい点までもう

ちょっと細心の注意を払ってもらいたいなと思う

のが一つの希望です。よろしく。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに、質疑及び委

員間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 議第８８号について討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

 これより採決に入ります。 

 議第８８号令和４年度玉名市公共下水道事業会

計補正予算（第３号）については、全員一致を

もって可決することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認めさ

よう決定いたしました。 

 次に、議第８９号令和４年度玉名市農業集落排

水事業会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

 執行部の説明を求めます。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 同じく予算資料の１７ページ中段をお願いいた

します。 

 議第８９号令和４年度玉名市農業集落排水事業

会計補正予算（第３号）について御説明いたしま

す。 

 収益的支出１款農業集落排水事業費用、３目処

理場費で４００万円の増額は、物価の高騰に伴い

横島、天水地区の汚水処理施設の電気料金が令和

３年度の同月と比較すると約１３％の増となって

おり、今後動力費に不足が生じるおそれがあるこ

とから増額補正をお願いするものでございます。 

 次に、７目総係費１９万１,０００円増額は人

事院勧告に伴う人件費２名分の調整でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） 以上で執行部の説明

は終わりました。 

 これより質疑及び委員間討議に入ります。 

 議第８９号について、質疑及び委員間討議はあ

りませんか。 

○委員（中尾嘉男君） 中尾ですけれども、８７、

８８、８９に関連してお尋ねしますけれども、こ

ういうことで高騰に対して使用料の値上げ、やっ

ぱりその辺になってくるだろうと思うわけですよ、

そういったことについて、企業局長の見解をお尋

ねします。 

○企業局長（荒木 勇君） 企業局長の荒木でご

ざいます。 

 今、中尾委員の御質問でございますけれども、

御指摘のとおり物価の高騰等でこれだけ電気料が

上がってくる、また、いろいろな資材等が上がっ

てくるかと思います。そうなればやはり言われて

いるとおり、利用料、使用料については、十分な

検討を今後していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

○委員（中尾嘉男君） はい。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑及び委員

間討議はありませんか。 
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○委員（田畑久吉君） 処理場、汚水処理場、特

に尾田川のどこだったかな、あそこ１か所が当初

の計画より３０％ぐらい加入者があってないで

しょ。３０％しか加入者がなくても処理場の機械

を回さないかんでしょ１日中。そういうところに

ついては、年に１件でも２件でも加入者を増やす

ように努力をしてほしいというお願いです。 

 以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（前田正治君） 前田ですけど、今、３つ

の水道事業、公共下水道、浄化槽とか、農業集落

とか、電気料のアップ額を補助するということで

手当がされるんですけど、この財源については、

これは浄化槽は予算書でとるけんよかですわかり

ました。公共下水道についてはどぎゃんなるとで

すかね。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 今、前田委員の御質問なんですけど、収入の部

分はということで、財源はということですけれど

も、その分については、利用料金をそちらのほう

に当てるということになっております。そうしま

すと、結果的にいわゆる収益の部分が企業会計と

いうところではマイナスが出てくるということで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（前田正治君） 前田ですけど、今回、物

価高でこういった問題が発生するということで、

国が手当をしたわけですよね、そぎゃんとば言う

て一般会計から補助金としてもらうような段取り

もできんとかなと思いますけど、やっぱりできん

とですかね、独自でせんといかんとですか。 

○上下水道総務課長（津川隆一君） 上下水道総

務課長の津川でございます。 

 今、前田委員御質問の各国からの補助金等ござ

いますけれども、その分につきましては、やはり

電気料に関しては企業会計の中で充当できないと

いうことでありましたので、今回は充てておりま

せん。 

 以上でございます。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。 

 ほかに、質疑及び委員間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 議第８９号について討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

これより採決に入ります。 

 議第８９号令和４年度玉名市農業集落排水事業

会計補正予算（第３号）については全員一致を

もって可決することに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

 ここで執行部入れかえのため暫時休憩いたしま

す。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午前１１時４５分 休憩 

午後 １時００分 開議 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） それでは、休憩前に

引き続き委員会を開きます。 

次に、健康福祉部所管の審査を行ないます。 

まず、議第８２号令和４年度玉名市一般会計補

正予算（第７号）を議題といたしとます。 

執行部の説明を求めます。 

○総合福祉課長（小山 聡君） 総合福祉課長の

小山でございます。 

これから審査いただきます一般会計に関わる健

康福祉部所管の予算資料の範囲についてでござい

ますが、２ページの８番、自殺対策推進事業から、

７ページの４３番、新型コロナウイルスワクチン

接種事業まででございます。 

それでは、主な事業の内容について御説明いた
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します。 

予算資料の３ページをお願いいたします。 

１２番、障がい者福祉事業の７３２番の追加に

つきましては、福祉介護職員等ベースアップ等支

援加算の創設に伴う総合福祉システムの改修の費

用でございまして、これは２２万円でございます。 

また、物価高騰に伴う障がい福祉事業所等への

運営費支援、これが７１０万円でございます。財

源につきましては、システム改修につきまして、

県の福祉介護職員処遇改善支援事業補助金が全額

交付されます。 

また、物価高騰に伴う各事業所の支援につきま

しては、電気・ガス・食料品等価格高騰重点支援

地方交付金が全額交付されるものでございます。 

以上でございます。 

○高齢介護課長（瀬崎しのぶさん） 高齢介護課

の瀬崎でございます。 

続きまして、予算資料の４ページをお願いいた

します。 

１８番、老人福祉総務費、一般管理費の１,８

６０万５,０００円は、電気・ガス・食料品等物

価高騰重点支援地方交付金の適用に伴う介護保険

事業所への運営費支援補助金として１,７８３万

円、令和３年度低所得者対策事業費補助金の確定

に伴う償還金で１６万９,０００円、人事院勧告

の介護保険事業特別会計への繰出金で６０万６,

０００円でございます。 

以上でございます。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野です。 

５ページをお願いいたします。 

２５番、子ども医療費助成事業１５７万円の追

加でございますが、令和５年４月１日から子ども

医療費の受給対象者を１５歳になった年度末まで

から１８歳になった年度末までへ年齢拡大する予

定とし、今回、条例の一部改正をお願いしている

ところですが、その子ども医療費助成の年齢拡大

に対する受給者証を発送、通信運搬費などの事前

準備経費でございます。 

続きまして、３０番、ひとり親世帯応援給付金

支援事業２,９８９万８,０００円の追加でござい

ます。これにつきましては、低所得者のひとり親

世帯に対し物価高騰に対する生活支援を市独自で

行なうもので、児童１人に対し３万円を支給する

応援給付金及び給付に伴う事務費でございます。

なお、給付金については２月下旬を予定しており、

財源については電力・ガス・食料品等価格高騰重

点支援地方交付金でございます。 

以上でございます。 

○保健予防課長（木村隆宏君） 保健予防課の木

村でございます。 

予算資料の６ページ下段をお願いいたします。 

３９番の地域医療体制整備事業９７５万円の追

加は、熊本県が原油・物価高騰対策として、市町

村立病院または公立病院を除く医療機関に対して、

エネルギー価格高騰分の一部を支援することから、

対象外となった熊本県北病院機構に対し、熊本県

の支援に準じて支援を行なうものでございます。 

内容といたしましては、一般病床４０２床のう

ち、熊本県新型コロナウイルス感染症患者等入院

病床確保事業補助金対象病床数を除く３２５床に

対して、１病床当たり３万円を乗じた額９７５万

円を支援するものでございます。なお、この事業

の財源は、国の新型コロナウイルス感染症対策地

方創生臨時交付金、電気・ガス・食料品等価格高

騰重点支援地方交付金により全額交付されるもの

でございます。 

以上で、健康福祉部に係る議第８２号の説明を

終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） はい。以上で執行部

の説明は終わりました。 

これより質疑及び委員間討議に入ります。質疑

及び委員間討議はありませんか。どうぞ。 

○委員（近松惠美子さん） 子ども医療費の件な

んですけれども、大体高校生になると１人当たり

どのくらい医療費を使うかという計算はどうなっ
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ていますか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課、

中野でございます。 

１人当たりということ、全体。 

○委員（近松惠美子さん） １人当たりが大体こ

のくらい使うだろうから、対象がこのくらいいる

だろうから、３,０００万円か何かって言われた

じゃないですか。どういう計算をされているのか

なと思って。 

○子育て支援課長（中野光昭君） お待たせしま

した。子育て支援課、中野です。 

１人当たり２万１,３５４円を見込んでいると

ころでございます。 

○委員（近松惠美子さん） ちなみに、小学生・

中学生は、１人当たりどのくらい使っていますか、

未満児も。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課、

中野です。 

未就学が３万３９３円、小学生が２万５,４６

４円、中学生が２万２,５８７円。 

○委員（近松惠美子さん） はい。分かりました。 

ちょっと前までは、風邪ひくと１回１,０００

円ぐらいでしたけど、今は３,０００円ぐらいか

かりますから、全体としての医療費が１万円とし

て、２万円というのは年２回、風邪ひいて病院へ

行くというふうな感じかなあと思うんですけども、

全体的に医療費がものすごくどんどんどんどん増

えていって、国保会計も社会保険も厳しくなって

いく中、医療費の助成も今の世の中の流れだから

仕方ないと思うんですけども、やはり子どもの頃

から丈夫な体をつくって、病気をしないというと

ころに、そういう教育をしていかないと、もう国

全体が大変なことになると思うんですけども、そ

ういう意味でこの１人当たりの医療費の変遷とい

うのはどういうふうに見ていますか。無料化して

から、この１人当たりの医療費が増えていのか、

減っているのか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

医療費自体、単価が上がっていますので、増え

ている傾向にあると思っております。 

○委員（近松惠美子さん） ぜひ高校までの医療

費を無料化を考えていく中で、今後もそういうふ

うに経年的に、確かに医療の中身そのものが変

わっていって、検査のたくさんするようになった

し、そういうことで１回当たりの医療費そのもの

が増えているので、病気が増えているかどうかと

いうことが難しいかもしれないんですけども、や

はりこの１人当たりの医療費が負担が、それがど

んどん増えていくのか、横ばいになるかというの

を十分そこを注視しながら、この医療費の助成額

が増えないように、そこを考えながらやっていた

だきたいなということを要望いたします。 

以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） はい。ほかに質疑及

び委員間討議はありませんか。 

○委員（松本憲二君） 松本です。 

この物価高騰対策で、障がい福祉事業所と高齢

介護福祉事業のところにということで、障がいの

ところは５万円から、上限が２０万円ですよね。

もう一つのほうは３万円から５０万円というのは、

事業所数で割ったら、１事業者で大体１０万円

ちょっとぐらいなのかなというふうに、この予算

から。これは大体人数で割って、大体出しとんな

はるとですかね、この金額、１施設の多分、上

限・下限があるということ。 

○総合福祉課長（小山 聡君） 総合福祉課の小

山でございます。 

障がい福祉事業所につきまして、御説明します。

こちらは事業形態で金額を分けておりまして、ま

ず訪問系の事業所が上限を５万円としております。

通所系の事業所が１０万円、それと入所系の事業

所が２０万円というようなことで設定をしておる

ところでございます。 

以上です。 

○高齢介護課長（瀬崎しのぶさん） 高齢介護課
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の瀬崎でございます。 

高齢介護施設につきましても、事業の形態に

よって分けております。訪問系と居宅系、ケアマ

ネージャーさんがおられる、そういったところと

か、福祉用具に関しての販売店等に関しましては、

１か所で３万円上限、通所系の場合は定員が３５

人以下と以上で分けておりまして、３５人以下の

場合は５万円、３６人以上の場合は１０万円、あ

とは入所の施設がございますので、そこは入所の

施設の定員によって、１０万円、２０万円、３０

万円、５０万円とというような形になっておりま

す。一番な多いところで定員７０人以上の場合が

５０万円ということになります。いずれも上限に

なりますので、県の補助等の兼ね合いがございま

すので、そちらのほうを確認した上での支給にな

るかなと思います。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

２ページのナンバー８の自殺対策推進事業につ

いてなんですけど、これはどぎゃん事業ですかね、

率直に言うて。 

○総合福祉課長（小山 聡君） 総合福祉課長の

小山でございます。 

この自殺対策推進事業につきましては、自殺予

防の普及啓発事業でありますとか、そういう啓発

事業を主にやっております。今回、令和３年度の

補助金の県への返還１万８,０００円でございま

すけれども、こちらはその普及啓発事業として命

の誕生に関する写真展というようなものを企画し

ておりましたけれども、新型コロナウイルス感染

症対策ということで、当初予定しておりました小

学校での実施ができなくなりましたものですから、

別の学校で縮小した内容で実施ということになり

ましたので、講師の報償費でありますとか、旅費

が減額となったというような内容でございます。 

以上です。 

○委員（前田正治君） なるほど。 

前田ですけど、縮小した。私は、仮に補助金が

１００万円来たとするじゃないですか。やっぱり

玉名市が１５０万円ぐらいの規模で対策ばやっぱ

り取るような、そういう事業じゃないかなと思う

とですよ。補助金の範囲内でするということじゃ

なくてですね。だけん、県の補助金ば返還するよ

うな、やっぱり事業として捉えんというかな、た

またまそぎゃんなったけん返還せざるを得んと

ばってんですよ、もうちょっとやっぱり大胆にと

いうか、推進すべきじゃないかなというふうに感

じましたので、ちょっと一言。 

続けてよかですか。５ページのナンバー２４、

放課後事業健全育成事業についてなんですけど、

これは過去５年間の事業の精算に伴う返還金とい

うことなんですけど、普通は令和３年からの返還

金というなら分かるばってん、何で過去にさかの

ぼって返還金ばやらなんとかなていうような思い

があるとですけど、ちょっと説明をお願いします。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

これについては、本県ではございませんけど、

他県において放課後児童クラブの運営についての

会計検査による実地検査が行なわれております。

その中で利用する児童が少数である土曜日などに

ついては、開所の要件を満たしていなかった事案

があったことから、全国的に精査するようにとい

うことで、今回、各クラブにお願いして精査し、

返還の手続を取るものでございます。 

具体的には、複数の児童クラブをもつ事業所が、

土曜日など、合同で放課後児童クラブを実施する

とき、支援員などを２人以上配置していれば、す

べての児童クラブに開所日として取り扱うことが

できると誤解しておられて、交付金を過大に受け

取られた事案などでございます。 

あと、５年については、総務省から５年間精査

するようにということで来ていましたので、５年

間精査しておるところでございます。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

やっぱり５年前から、そういった運用がされ

よったということですね。それには担当課として
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は、当たり前のことだけん、別にいかんですよと

か、そういった指導というのはなかったわけです

かね。それとも、もう分からんだったというのが

正直なところですかね、中身が。実際、運営につ

いて、そういった事業所としては２つばいっちょ

にして、その分、ちょっと分かりやすくというか、

私なりに思うところは、２人ば一緒にしたけん、

人間も４人いるばってん、２人で済ませて、結局、

４人分のお金ば受け取っとっとったというような

感じですか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

前田委員の言われるとおりになっています。２

人しか出なかったのに、４人出たという形になっ

ているということで、実際に実績報告を見る限り

では分からなかったというのが現状でございます。

昨年度、指摘があっておりますので、令和３年度

からはそのようなことがないように指導している

ところでございます。 

以上でございます。 

○委員（前田正治君） なるほど。 

前田です。 

実績報告ではそこまでちょっと見抜けんだった

ということで、令和３年度からは厳しくチェック

しているということですよね。 

学童クラブ１１からの返還金で、およそ１学童

クラブ当たり１００万円ぐらいになるとですけど、

率直なところ、クラブにそぎゃん金の残っとっと

ですかね。私はもう使うてしもうてなかっじゃな

かつかなと思うとですけど。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

これについては、各クラブから実績を出してい

ただいているものになりまして、各クラブに子育

て支援課から出向いて、説明とかを行なっている

ところでございます、返還についての説明を。 

○委員（前田正治君） 前田ですけど、だけん各

クラブにそういった余裕があったっですか。説明

に行く中で、どやんだったですか。普通は学童ク

ラブはそぎゃんお金はもう持たんとじゃないかな

と思うとですよね。 

○子育て支援課長（中野光昭君） はい。実際、

厳しいといったクラブもありました。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

じゃあこれを機会に、もうちょっと学童ばやめ

ますというごたるところはなかわけですね。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野です。 

そういった話は聞いておりません。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

６ページの３９番、救急医療体制の整備事業費

ということで９７５万円補正が出ていますよね。

これは支援事業の補助金は、どういう基準をもっ

て割り出した金額なのか、ちょっと教えてほしい

んですけど。 

○保健予防課長（木村隆宏君） 今回の分の基準

でございますけども、こちらにつきましては熊本

県が医療機関等に支援を実施しますので、その熊

本県に合わせまして、１病床当たり３万円という

高地で基準額を設定しております。 

以上でございます。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

これは玉名市だけ、玉東とか、それは関係ない。 

○保健予防課長（木村隆宏君） 保健予防課の木

村です。 

はい。今回につきましては、交付金のそれぞれ

の自治体での考えでございますので、県北病院に

対しましては玉名市からのみ、玉名市は支援をす

るということで整理をしたところでございます。 

○委員（田畑久吉君） そうしましたら、今後こ

ういった事態が起こったときは、玉名市だけが出

すのか、県北病院そのものの運営とか、そういう

ものに関係なしに出していかなん、継続的に出し

ていかなん条件ですかね。 

○保健予防課長（木村隆宏君） 保健予防課の木
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村でございます。 

今後につきましては、それぞれのその時々で考

えていくべきかというふうに思いますけども、今

回の支援につきましては、本来であればこの熊本

県北病院自体の影響額についても事前に調査をい

たしております。県の基準に合わせまして支出す

るわけでございますけども、実際の影響額は相当

ございまして、その一部でございますので、これ

が全額であった場合については、当然ながら、玉

東町とその割合についても共に協議をして支払う

べきでございますけども、今回につきましては影

響額の一部というところでございますもので、市

として判断したところでございます。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（松本憲二君） 松本です。 

ちょっと先ほどの障がい者施設とか、それで補

助金があったわけですけれども、保育園に対して

は給食費の助成は一回あったですよね。この結局、

物価高騰で障がい者施設と高齢の入所者施設にも

補助金が今度出たわけですけども、保育園に対し

て、この物価高騰で給食費に関しては給食費の材

料が上がっとるけんということで、そういう支援

ば行なったつばってん、この施設の電気代だった

りとか、もちろんストーブば使ったり、ファン

ヒーターを使ったりという保育園も多分あると思

うとですよね。だけん、それはあっとるとかな。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

保育園については、給食費の分しか９月補正で

は行なっておりません。 

○委員（松本憲二君） しとらんよね。 

松本です。 

じゃあ結局、障がい者のそういうところ、恒例

のそういうところにはするばってん、保育園には

する考えはなかっですか。結局、公立の小学校・

中学校なんかは、電気代なんかは市のほうで全体

的に負担ばするけん、何も問題はなかっだろう

ばってん、私立の保育園もそういう電気代とか、

先ほど、その結局、産業経済部の中でも浄化セン

ターとかそういうところの電気代とか、そういう

のが非常にかかるけんということで補助ば出しと

るわけですたいね。それに対して、その子育て支

援の一環から保育園運営にも非常に電気代だった

りとか、そういうのは非常にかかってくるんじゃ

なかろうかと思うわけですよね。そこにそういう

考えば持たんというところは、どういったことか

らなかつかな。障がい者施設にも高齢者のそがん

ところにもするてなっとるとに、保育園だけはせ

んというとはいかがなものかなとちょっと思うと

ばってん、そのへんはどがんですか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

９月に行なった給食費については、給食費プラ

スガス代等を考慮したところで考えておりました。

それによって電気料とかの上げる分については検

討していないところでございます。 

○委員（松本憲二君） 松本です。 

今後ですね、そういう意見じゃなかばってん、

保育園あたりに伺って、大体どれぐらい、先ほど

は１７％とか、１４％とか、その浄化槽の施設

だったりとか、そういうところは値上がりはしと

るということで、全体的に一般会計からでも、結

局、交付金があっとるけん、その中からしとると

いうことだけんが、そのへんは保育園あたりにも

大体どれぐらい燃料代とか電気代が上がっとるて

いうことも伺った中で、やっぱりそういうのは

ちょっと検討ばしていかんといかんとじゃなかつ

かなと思いますから、そのへんはよろしくお願い

します。 

それとちょっと引き続き、ここにルーテル保育

園の建て替えが終わってということで、ここに出

とるですよね。このルーテル保育園に関して、前

回、昨年度だったですかね、玉水保育園のときに

は３分の２の補助が出たじゃなかですか。この

ルーテル保育園に関してはどがんだったですか、

普通の５０％。 
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○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

の中野でございます。 

国が２分の１、市が４分の１で、事業所が４分

の１、４分の３の補助です。 

○委員（松本憲二君） 松本です。 

じゃあ結局、去年の玉水保育園さんのときに、

国の補助が３分の２だったというとは、要因とし

ては何かつかめとんなはるとですか。そのときだ

け、たまたま何か当たったというごたる感じです

か。普通ほら、普通今までは、今課長がおっ

しゃったように、大体２分の１が国で、４分の１

が市で、４分の１が事業所さんていうのが当たり

前だったですよね。去年はたまたま玉水保育所は

３分の２が国からの補助だったじゃなかですか。

それっていうとは、何でそうなったかていうのが

明確に分かっとるとですか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） すみません。

ちょっとそこまで調べておりませんでした。 

○委員（松本憲二君） 松本です。 

今後、保育園なんかも結局建て替えをされる事

業所さんあたりが、多分まだまだ出てくる、その

可能性もあるじゃなかですか。そのへんがどうし

て３分の２にヒットしたのかというのも、ちょっ

と分析ばしとっていただいて、もしそういう３分

の２の補助が受けられるようなシステムがあるの

であれば、そういうのもやっぱり建て替えられる

事業所さんには、それをやっぱり教えていく。事

業者さんも結局助かるだろうし、市としても助か

ると思うわけですよね。やっぱり自主財源ば出さ

んちゃよかっだけん、だけんそのへんはもう

ちょっとしっかりした調査をしていただいて、今

後あたっていただきたいなというふうにお願いを

しておきます。 

そしてもう１個ちょっと、保育園のところで、

５ページの３１番で、保育所運営事業の中で、こ

こに保育体制を強化した保育所への補助というこ

とで、や新型コロナウイルス対策のための保育環

境を改善した事業所への補助というふうに書いて

あるとですよ。これって、玉名市内の保育所には

すべて行なったということで思うてよかっですか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

これについては、コロナ対策についての補助で

ございまして、全園に周知はしているところでご

ざいます。 

○委員（松本憲二君） 全園に行なっとる。分か

りました。じゃあよかです。 

○委員長（多田隈啓二君） はい、ほかに。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

４ページのナンバー２３、地域子育て支援事業

の中の利用者支援事業業務委託に１００万円出し

てありますけど、これは利用者支援事業というの

はどういった中身ですか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） ゼロ歳から、

おおむね３歳までの子どもをもつお母さんやお父

さんが、親子で遊んだり、仲間を作ったりするた

めのところとなります。具体的には福祉センター

で行なっているたまっこランドというところの改

修の補助となっております。 

以上でございます。 

○委員（前田正治君） なるほど。はい。 

前田です。 

分かりました、大体イメージ的にも。 

それと、全国的にもいろんな保育士の暴言とか

暴力とかが、今問題になりよるとですけど、そう

いったことに関連して、玉名市内でも何らかの調

査というか、そぎゃんとはされましたか。あるい

は、される予定があるとかなと思って。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

調査については行なっていませんけど、注意喚

起を行なっているところで、また先日、園長との

懇談会がありましたので、その中でもお話はして

いるところでございます。 

以上でございます。 

○委員（前田正治君） 分かりました。 
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○委員長（多田隈啓二君） その他。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

５ページの２４、１,０００万円強、返還せな

んようになっていますよね。これはまたどういう

ことで返還せなんようなことになったのか、

ちょっとその辺の中身を教えてほしいんですけど。 

○委員長（多田隈啓二君） さっき前田委員の質

問にありました。 

○委員（田畑久吉君） ああ、そうね。なら、そ

れでいいです。 

そしたら、ついでに３０番、ひとり親に対する

２,９８９万８,０００円か、これが補助になって

いますけど、ひとり親は何人ぐらい該当するのか、

ちょっと教えてほしいんですけど。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子ども数で９

８０人を想定しているところでございます。 

○委員（田畑久吉君） はい、分かりました。 

○委員長（多田隈啓二君） はい、ほかに。 

○委員（𠮷田真樹子さん） 𠮷田です。 

２ページの８番の自殺対策推進事業のところで、

これはホームページで見たならば、健康の体づく

りとかを考えて基本とされているて書いてあった

んですけど、ここでの実際、自殺された人が平成

２８年から３年間ぐらい書いてあるけど、コロナ

になった、ここ２、３年というのはどんな状況

だったのでしょうか。 

○総合福祉課長（小山 聡君） 総合福祉課長の

小山でございます。 

今の自殺者数につきましては、ちょっと今のと

ころ、現在把握をしてない状態でございます。申

し訳ございません。 

○委員（𠮷田真樹子さん） そうなんですね。

じゃあまた分かったらで。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（松本憲二君） 松本です。 

これはさっきも経済産業部の中でも言うたっで

すけども、この介護施設だったりとか、障がい者

の入居ばされとるところとか、保育園なんかもそ

うだと思うんですけども、やっぱり電気代なんか

が非常に高騰でやっぱり上がってくるですよね。

前は結局、太陽光パネルば設置するのに、玉名市

も個人住宅でも補助金ば出しよったじゃなかです

か。もう今は太陽光パネルも大分安うなりよるで

すよね、設置ばするのにも。ましてや蓄電池のそ

の開発も大分進んできているということで、やっ

ぱりこのへんの今後ますます日本全国の電力会社

が値上げばするというふうになっとって、やっぱ

り非常に事業運営ばする中で、そういうのという

とはずうっと重荷になってきなはるとかなという

とがあるわけですよね。だけん、やっぱりそのへ

んの設置したときの費用だったりとか、今後ずっ

と運営していく中でのというのば、そのへんの試

算ばされて、補助金が、だけんもし設置するのに、

出して費用対効果が非常にあるのであれば、やっ

ぱりそのへんの検討もしていただいてもよかつか

なと思うので、そのへんはちょっと要望としてお

願いをしたいと思います。 

○委員長（多田隈啓二君） はい、ほかに。 

ちょっと自分から１点だけ、すみません。多田

隈です。 

さっき松本委員のところに出たんですけど、６

ページの３４番で、さっき説明では国の２分の１

補助を使いながらということだったんですけど、

ルーテル保育園の園舎建替事業費の減額と書いて

ありますけど、この中で認定こども園施設整備交

付金約１,２００万円ですね、減額ということな

んですけど、２分の１とすれば、この倍ぐらいの

予算だったんだろうなと思いますけど、実際その

減額の理由は何だったのか、部屋を縮小したのか、

何が理由なのか、ちょっとお伺いしたいと思いま

す。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

ルーテル幼稚園なんですけど、当初、隣のほう

に乳児棟があるんですけど、その分まで改修する

見込みで予算を立ててありました。その改修が必
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要ないということで減額したところでございます。 

また、先ほどの松本委員の３分の１と、３分の

２と２分の１の補助なんですけど、認定こども園

にルーテル幼稚園はなりますので、そもそも補助

が２分の１しかありません。保育所については３

分の２があるんですけど、これについては待機児

童があった場合は３分の２というのが補助できる

ようになっています。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑及び委員

間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

次に、議第８３号令和４年度玉名市国民健康保

険事業特別会計補正予算（第３号）を議題といた

します。執行部の説明を求めます。 

○保険年金課長（松下 匡君） 保険年金課長の

松下です。 

予算資料の１３ページをお願いいたします。 

議第８３号令和４年度玉名市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第３号）につきまして、御説

明します。 

１番の国保一般管理費、人件費でございますが、

７３万７,０００円の追加は人事院勧告に伴いま

す人件費の調整でございます。 

２番の一般被保険者医療給付費分は、保険基盤

安定繰入金の減額に伴います財源の組替えでござ

います。 

３番、償還金、３２３万円の追加は、令和３年

度事業の精算に伴うもので、内訳としまして、特

定健診保健指導負担金返還金２０７万７,０００

円、特別交付金返還金９０万６,０００円、特別

調整交付金返還金２４万７,０００円でございま

す。 

下段の今回補正額の財源でございますが、主に

財源調整として令和３年度からの繰越金、人件費

調整分の一般会計繰出金でございます。 

以上で、議第８３号の説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） はい。以上で執行部

の説明は終わりました。 

これより質疑及び委員間討議に入ります。議第

８３号について、質疑及び委員間討議はありませ

んか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 質疑及び委員間討議

なしと認めます。 

これより討論に入ります。議第８３号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

これより採決に入りますか。議第８３号令和４

年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）については、全員一致をもって可決す

ることに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

次に、議第８４号令和４年度玉名市後期高齢者

医療特別会計補正予算（第２号）を議題といたし

ます。 

執行部の説明を求めます。 

○保険年金課長（松下 匡君） 保険年金課長の

松下です。 

予算資料は１４ページをお願いいたします。 

議第８４号令和４年度玉名市後期高齢者医療特

別会計補正予算（第２号）につきまして、御説明

します。 

１番、総務管理費、補正額はゼロでございます

が、補助金受入れに伴います一般会計繰入金の財

源調整でございます。令和４年１０月からの窓口

負担割合見直しに伴います事業費の熊本県後期高

齢者医療広域連合からの補助金によるもので、一

般会計繰入金は４２５万２,０００円の減額、そ

の他特定財源、雑入でございますが、４２５万２,

０００円の追加でございます。 

以上で、議第８４号の説明を終わります。 
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○委員長（多田隈啓二君） はい。以上で執行部

の説明は終わりました。 

これより質疑及び委員間討議に入ります。議第

８４号について、質疑及び委員間討議はありませ

んか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 質疑及び委員間討議

なしと認めます。 

これより討論に入ります。議第８４号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

これより採決に入ります。議第８４号令和４年

度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）については、全員一致をもって可決すること

に御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

次に、議第８５号令和４年度玉名市介護保険事

業特別会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

執行部の説明を求めます。 

○高齢介護課長（瀬崎しのぶさん） 高齢介護課

の瀬崎でございます。 

予算資料の１４ページをお願いいたします。 

議第８５号令和４年度玉名市介護保険事業特別

会計補正予算（第３号）について、御説明いたし

ます。 

１番、介護一般管理費、人件費の６０万６,０

００円の増額は、人事院勧告に伴う人件費の調整

でございます。 

次に、１５ページ、２番、償還金４,１５４万

３,０００円の増額は、令和３年度介護給付費負

担金、地域支援事業交付金及び介護事業補助金の

確定に伴う精算でございます。 

次に、下段の今回補正額の財源でございますが、

一般財源の内訳については主に財源調整として、

令和３年度からの繰越金、人件費調整分の一般会

計からの繰入金でございます。 

以上で、議第８５号令和４年度玉名市介護保険

事業特別会計補正予算（第３号）の説明を終わり

ます。 

○委員長（多田隈啓二君） はい。以上で執行部

の説明は終わりました。 

これより質疑及び委員間討議に入ります。議第

８５号について、質疑及び委員間討議はありませ

んか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 質疑及び委員間討議

なしと認めます。 

これより討論に入ります。議第８５号について

討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

これより採決に入ります。議第８５号令和４年

度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

については、全員一致をもって可決することに御

異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

ここで執行部入替えのため、暫時休憩いたしま

す。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午後 １時４６分 休憩 

午後 １時５４分 開議 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） それでは、休憩前に

引き続き委員会を開きます。 

次に、教育部所管の審査を行ないます。 

議第８２号令和４年度玉名市一般会計補正予算

（第７号）を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 
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これから審査いただきます一般会計に係る教育

部所管の予算資料の範囲についてでございますが、

８ページの５８番、各種相談事業から、１０ペー

ジの７０番、平成２８年熊本地震補助、災害復旧

費まででございます。 

また、ページの１２ページ、第２表債務負担行

為補正におきましては、（２０）から（２３）と、

第３表詳細補正の社会教育施設整備事業まででご

ざいます。 

それでは、予算資料の９ページ目をお願いいた

します。 

教育総務から２つの事業を御説明申し上げます。 

６３番、小学校教育振興費（会計年度任用職員）

の８３万７,００円は、報酬から旅費（通勤手当

費用弁償）までの経費は、築山小学校の第４学年

にネパールからの児童が転入され、日本語が全く

分かられない状況でございますので、１１月から

３月までの５か月間、特別支援教育支援員を１名

配置し、支援を行なうものでございます。 

また、８ページの５８番、各種相談事業の備品

購入費においては、日本語指導用のポケトークと

いう通訳機のほうを２台購入するものでございま

す。 

次に、６５番の中学校振興事業の３４万３,０

００円は、実用英語技能検定実施業務委託にて、

受験者が増えたのに伴いまして、英語検定チャレ

ンジ事業費の６６人分が増えまして、お願いする

ものでございます。検定料は一番安いもので４,

８００円の６６名分ということで積算のほうを行

なっているところでございます。なお、この事業

の財源は県補助金として３分の１程度が交付され、

歳入額１１万４,０００円でございます。 

教育総務課からは以上でございます。 

○コミュニティ推進課長（西川慶一郎君） コ

ミュニティ推進課の西川でございます。 

引き続き、９ページをお願いいたします。 

コミュニティ推進課からは、一つの事業を説明

いたします。 

６７番、図書館運営事業の２万４,０００円の

追加でございますが、これは図書館窓口等業務委

託事業者選定委員会委員２名分の委員報酬でござ

います。内容につきましては、現在委託しており

ます同業務が令和５年３月３１日までで終了する

ため、令和５年度から令和７年度までの委託業者

選定のために選定委員会を立ち上げ、その中に市

職員以外の有識者２名を選任し、その選定会議の

報酬につきまして、今回、増額補正をお願いする

ものでございます。 

なお、委員１人１回当たりの選定会議出席に伴

う報酬額は５,８００円で、２名×２回の選定会

議を予定しておりまして、２万４,０００円をお

願いするものでございます。 

コミュニティ推進課からは以上でございます。 

○文化課長（平川裕一君） 文化課長の平川です。 

同じく、資料の９ページをお願いします。 

６８番、文化財保護事業の１,０１１万円の増

額は、１１月１０日に正式に国史跡に指定されま

した熊本藩高瀬米蔵跡地の用地購入関係費用でご

ざいます。 

内訳ですが、委託料１９万２,０００円は、本

市の永徳寺にございます熊本藩高瀬米蔵跡用地６

５４.５４平方メートルを公有化するための不動

産鑑定業務委託料で、同じく公有財産購入費９９

１万８,０００円は、その用地の購入費用でござ

います。 

用地購入の順番として、まず不動産鑑定の結果

が出た後に購入価格を決定しなければならないと

いうことは承知しておりますけども、今回の補正

で同時に計上しておりますのは、まず１１月にこ

の国庫補助金の内示があった際に、文化庁から委

託料のみでの事業化、例えば今年度に不動産鑑定

を行なって、来年度に用地購入をするというやり

方は、補助金の対象にならないという注意があっ

ております。用地購入のこれからのスケジュール

を考えましても、仮に次の議会で用地購入費を計

上しまして、御承認いただいたとしても、土地所
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有者の方との交渉、そして登記が完了するまでの

手続期間が約１週間しか取れないということにな

ります。 

以上の事情から、今議会で不動産鑑定委託料と

用地購入費を一緒に計上させていただきました。 

なお、用地購入費の積算は、熊本県の指導によ

り、当該地近隣の平均土地単価をもとに算出して

おります。 

なお、この事業の財源のうち８０％、８０８万

６,０００円が国からの補助金で賄われるもので

ございます。 

続きまして、１０ページをお願いします。 

７０番の平成２８熊本地震補助災害復旧費３０

万円の減額は、熊本地震で被害を受けました玉名

市玉名にございます永安寺東古墳・西古墳の復旧

事業計画を変更することによる減額でございます。 

なお、歳出の減額に伴いまして、歳入も国庫補

助金２６６万円が減額となります。 

当事業は、平成２９年度から事業を開始し、今

年度で完了する計画でございましたが、地震によ

る被害以外でも平成３０年度以降の大雨による漏

水、これで石室内でカビが発生するなどの新たな

被害が発生しております。雨による漏水を防ぐ措

置は現在、応急的な措置にとどまっておりまして、

装飾古墳を保護する施設としては不十分な状態で

す。今後、線状降水帯を伴う集中豪雨等に見舞わ

れたとしたら、当初計画の今年度で事業完了する

ということになりますと、漏水被害のほか、古墳

斜面部の崩落など、新たな災害被害を防ぐことは

困難であると、有識者の先生方からの御意見もご

ざいまして、今年度で完了予定でした災害復旧事

業を来年度以降も一旦継続しまして、両古墳の詳

細な調査設計や、古墳の保存措置を実施するため

に、新たに復旧事業計画の見直しを行なうもので

ございます。 

以上で、教育部所管に係る議第８２号の説明を

終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） はい。以上で執行部

の説明は終わりました。 

これより質疑及び委員間討議に入ります。質疑

及び委員間討議はありませんか。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

９ページの６７番なんですけど、図書館の業務

委託のところで、来年度からまた新しい委託する

ところを選定されるということなんですけど、玉

名市としてどういう業務をやっていただきたいと

かというのはあるんですか。 

○コミュニティ推進課長（西川慶一郎君） コ

ミュニティ推進課の西川でございます。 

まず、この窓口業務というのが、市の図書館の

窓口業務を民間事業者へ委託することによって、

民間事業者のノウハウを活用して市民サービスの

向上につなげるための委託契約でございますけど

も、まずもってとにかく市民の方が図書館に足を

運びやすい、そしてまた魅力ある書籍が置いてあ

るような、そしてまたいろんな人が行かれるよう、

多くの人が行かれるような図書館を目指すため、

そういった民間の活用をお願いするという目的で、

図書館窓口業務をお願いしているところでござい

ます。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

これは、今、電子図書館もしよるじゃないです

か。そっちのほうの運営も任せるということです

か。 

○コミュニティ推進課長（西川慶一郎君） コ

ミュニティ推進課長の西川でございます。 

図書館の窓口業務の中に、当然、電子図書館の

運営とか、選書とか、そのへんの業務も入ってお

ります。 

以上です。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

これは前回も３年だったですか。 

○コミュニティ推進課長（西川慶一郎君） コ

ミュニティ推進課長の西川でございます。 

前回も３年でございます。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 
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この図書館の窓口の業務委託は、いろんな自治

体で、いろんな手法を取りながら、結構、利用者

増につながっているところとかもあるので、やっ

ぱり玉名市内の図書館が、さっき利用しやすいよ

うなというのがあったので、やっぱりそういうと

ころにしっかりつながるように業務委託、５,９

００万円ぐらいですよね。３年で１億８,０００

万円ちかくかかるので、やっぱり利用増につなが

るようにしていただきたいなと思います。 

以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） はい。ほかに。 

○委員（松本憲二君） 松本です。 

さっき文化課から、この説明があったですよね。

今度購入する米蔵、だけん結局これはまだ地主さ

んとの、結局２筆というふうに書いてあるんです

けれども、１人なんですか、持ち主は。２人い

らっしゃるんですか。 

○文化課長（平川裕一君） 文化課の平川です。 

関係者は３名いらっしゃいます。 

○委員（松本憲二君） じゃあその中で、結局ま

だ地主さんとの交渉にはもう入っとるような状態

なんですか。金額まで含めた中で。 

○文化課長（平川裕一君） 文化課の平川です。 

金額自体はまだお伝えしておりませんけども、

公有化に向けての話はもう４年ぐらい前から進め

てはおります。 

○委員（松本憲二君） じゃあそしたら、これは

一応結局国からの補助金が入ってくるけん、だけ

んそれは来年度にまたいだら、この補助金はない

ですよということだけ受け入れて、今回補正に出

しとると。しかしながら、この金額が変更すると

いうことはあり得ることなんでしょう。 

○文化課長（平川裕一君） 文化課の平川です。 

金額につきましては、不動産鑑定の結果で、鑑

定結果が今、上程しております予算よりも下がる

場合は、当然減ります。 

以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。ど

うぞ、そのまま。 

○委員（松本憲二君） その続きじゃなかばって

ん、６９番の文化振興事業で５万円て、全国大会

等へ出場する個人・団体への激励金ということで、

５万円が計上してあるわけですけれども、これっ

て全国大会に出場されたところに激励金として、

結局これは個人に対してなんですか、団体に対し

てなんですか。 

○文化課長（平川裕一君） 文化課の平川です。 

文化課から交付しておりますのは、個人に対し

てでございます。 

○委員（松本憲二君） 個人ということは、じゃ

あ結局これは１人に対して１万円だったかな、出

場。じゃあ結局５人に対してしとんなはるという

ことですよね。 

○文化課長（平川裕一君） 文化課の平川です。 

補正額が５万円ですけども、実績として当初で

もう１０万円上がっておりますが、それがもう使

いきったということで。 

○委員（松本憲二君） １０万円だったかな、当

初は。 

○文化課長（平川裕一君） はい。当初予算は１

０万円で。 

○委員（松本憲二君） じゃあ結局１５万円。だ

けん、補正ば組むということたいな。 

すみません。結局、私はちょっと一般質問の内

容で言ったんですけど、玉名女子高校さんが全国

大会へ出場されとんなはるですよ。あれは総勢で

４０名ぐらいだったかな、大阪まで演奏に行かれ

とるのがですね。じゃあ普通に考えたら、４０万

円というふうに思うとばってん、何かその規程が

あったですよね。玉名市に住所ば置いとる人とか

いうとがあったじゃなかですか。そのへんが今後、

もう今までは結局規程があるけん、規程の見直し

じゃないですけども、そのへんの考えというのが、

結局、玉名女子高校というとで、やっぱり玉名に

わざわざ県外から来て、そこで活動されとるわけ

ですたいね、３年間なら３年間。いろんな部活動
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もやっぱりあるわけでしょう、結局。そこでやっ

ぱり在籍して、そこに高校生だけん、なかなか寮

に入られるけん住所まではなかなか移しなはらん

ですよね。そういった中でのその考慮というのが、

俺は必要じゃなかつかなと思うんですけど、その

へんの考えの見直しというとは、どがん思いなは

るですか。結局、日本全国版であれだけの放映が

なされたわけじゃなかですか。やっぱりそのへん

ば考慮すると、もうちょっと玉名市としても、そ

こは音楽の都玉名というのは、女子高がまず原点

じゃなかつかなと、私は思うわけですよね。その

へんの見直しの検討をしていただきたいなと思う

んですけど、そのへんについてはどがん考えば

持っとんなはるですか。 

○教育部長（藤森竜也君） 教育部長の藤森でご

ざいます。 

文化に限らず、これはスポーツとか、いろいろ

ございますので、そこはやはり今議員おっしゃる

ような観点も加味したところで考えないかんとう

のはおっしゃるとおりかなと思いますので、もう

少し考える時間をいただければと思います。 

○委員（松本憲二君） 少しというか、結局、４

月、もう来年度からまた全国大会に向けて、その

新学年になって新しいチームが再編をされて、

ワールドカップじゃないですけれども、やっぱり

全国の１位ば目指して、どこのスポーツでも文化

でも、やっぱりそこば狙っていきなはるとだけん、

やっぱり来年度にはそういう改定がなされること

をちょっと期待しておきます。 

以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

ちょっと教育長にお尋ねします。 

９ページの６３番なんですけど、小学校教育振

興費ということで、今度、外国人の方が入学され

て、そのために特別支援教育支援員を１人採用し

たということなんですよね。それはそれでよかと

思うとですけど、先般、中学校・小学校、特別支

援学級もだったかな、教員不足が明らかになった

でしょう。明らかというか、これは前からなんで

すけど、公表されとったですね。中でも熊本県は

もう何しろトップですよね。玉名市内の小学校・

中学校については、実情と、今が定員に対して満

たしとるならよかっですけど、満たしとらんなら

来年度に向けてどういった動きをされとるとか、

ちょっと教えてください。 

○教育長（福島和義君） 教育長、福島です。 

今、前田委員さんがおっしゃったように、非常

に教員不足というのが深刻な状況になっておりま

す。新聞でも報道されているとおりで、県内でも

そういう状況にあります。そういう中で、玉名市

も不足というのは出てきているところもあります

けども、現状として、このネパールの講師、支援

する方というのは、退職をされとった方を一時期

お願いをしているという状況であります。だから、

考えていますのは、退職をされて身を引いておら

れるけども、いくらか支援をしてもいいというお

気持ちを持っておられる方、こういう方々を発掘

をしていきたいというふうに思っています。ただ、

特別支援教育支援員、これについては十分に、今

のところ充当しております。 

それから、講師、臨採についても、教員不足の

中ではありますけども、これは県費関係で一応配

当しておりますというところで、できるだけ免許

を持って、以前教職をしておられた方、少しお年

は取っておられけども、そういう方々に声掛けを

して不足が起こらないようにしていきたいという

ふうには考えております。 

○委員（前田正治君） 前田ですけど、いわゆる

ペーパードライバーに働きかけをしながら、何と

か解消しようという動きですよね。それと、玉名

でも実際に教育長あるいは堀先生あたりが、そう

いった方々にお願いして回ってしよんなはるとで

すかね、実際の話。もししよんなはったら、感触

としてどやんかなと、そこらへんもちょっと話し

てほしいんですけど。 
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○教育部首席審議員（堀 治也君） 首席審議員、

堀です。 

今、教育長の話を受けて、リタイアされたとい

うか、退職後の先生方への声掛けは、教育長と私

と話をしながら、ちょっとこの人に声掛けてみよ

うかということで、もう順次、声掛けを行ってお

りますが、やはりなかなか一度身を引かれた方と

いうのは、はい、わかりましたというふうにス

ムーズに受けていただくことは、ちょっと難しい

状況もございます。何人か声掛けた中で、やっと

お一人、いいですよという返事をいただけたりと

かいうふうな状況で、やはり人を配置するのには、

正直かなり苦労しているというような状況です。 

○委員（前田正治君） なるほど。はい。分かり

ました。よかです。 

○委員（近松惠美子さん） ９ページの英検のこ

となんですけども、６６名ということですけども、

受ける希望者が６６名ということなんですかね。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 

当初見込んでいました人数よりも６６名増えて

きたということで、当初３５５名想定をしており

ました、前年実績を参考にして。実際、申込者数

が４２１人ありましたので、６６名分が不足する

ということで、今回お願いしているところでござ

います。 

以上です。 

○委員（近松惠美子さん） 分かりました。 

今、去年受けた人、これからまだ受けるのかも

いれないですけど、中で英検１級、２級、３級、

４級ですか、受かった人の数は分かりますか。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 

申込者数ということで発表させていただきます。 

○委員（近松惠美子さん） 実績です。去年は

あったんでしょう、英検は。 

○教育総務課長（西原正信君） すみません。教

育総務課長の西原です。 

昨年度のデータをちょっと今手元にはないんで

すけど、３級のほうが３６４人、それと準２級の

ほうが４６人、２級ほうが１０人、準１級が１名

ということです。４２１人分を予算等をお願いし

ているところでございます。 

○委員（近松惠美子さん） これは何年生なんで

すか。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 

すべて中学校の３年生でございます。 

○委員（近松惠美子さん） ２級まで取っている

人がいるというのはすごいなと思うんですけど、

国には大体どんな、目標はどうなっているんです

か。例えば、何級を何％ぐらいまでいくとか。 

○教育総務課指導主事（成瀬陽一君） 指導主事

の成瀬といいます。 

国の目標については、来年度で４０％を目指す

ところです。 

○委員（近松惠美子さん） 何が４０％ですか。 

○教育総務課指導主事（成瀬陽一君） 英検３級

以上の資格を取るのを、４０％以上の生徒が取る

ことを目標にしています。 

○教育総務課長（西原正信君） 昨年度の実績で

すけれども、同じく中学校英語検定チャレンジ事

業で、中学校３年生が全部で５２０人受けたんで

すけれども、その中で３級１４４人中、８４人合

格、準２級ですけれども、２０人中、６名合格、

２級はもう大変難しいですので、４名受験したん

ですが、合格者はゼロでした。 

以上です。 

○委員（近松惠美子さん） 国は３級以上は４

０％でしたっけ。玉名はこれは何％なんですか、

その５２０人に対して、９０ですか。 

○教育総務課指導主事（松本恒明君） すみませ

ん。一つ、５２０というのを間違えてしまいまし

た。 

昨年度の３年生の合計の人数が５２０名、受験

者数が５２０名ではなかったです。申し訳ありま
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せん。 

○委員（近松惠美子さん） 受験者数は何人です

か。１６８なんですかね。 

すみません、いいですか。 

○委員（近松惠美子さん） 近松です。 

５２０人のうち、４０％が２級以上というか、

３級以上ということですか、国の目標は。じゃあ

全然届いてないということですかね。 

○教育総務課指導主事（松本恒明君） 昨年度は、

残念ながら目標に達成していなかったというのが

現状です。昨年度の目標は４０％ではなくて、も

う少し低かったと思います。 

○委員（近松惠美子さん） 近松です。 

そうすると、国が４０％というのは、何年度ま

でに４０％という感じなんですか。それとも、３

級というのは大体中学校を理解しているレベルで

したっけ、内容がね。それが、中学校の英語を理

解しているレベルが４０％を目標にしてて、ここ

までしかいかないということは、ちょっと学力が

かなり落ちているという感じですかね。 

○教育総務課指導主事（成瀬陽一君） 来年度、

４０％を目指すということで、今年は３６％とい

うのが目標です。昨年度達成できていない大きな

理由に、受験者数の数が少なかったというのが挙

げられると思います。今年は、まずはその受験者

数を増やすということで呼びかけをしましたので、

かなり受験者数が増えて、先ほども６６名分の補

正予算をお願いしたという形になっています。ま

だ、その結果については報告が上がっていません

ので、どれほど達成したかというのはちょっとお

答えできないところです。 

○委員（近松惠美子さん） はい、分かりました。

頑張ってください。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

今、英語の検定を聞きまして、非常に２級、準

２級、１級まで、非常に難しい。中学の課程では

ちょっと難しいかなという思いがしますけども、

同じ検定の中でも英会話のＴＯＥＩＣというのが

ありますね、９５０点満点。これの合格者はどの

程度ですか。 

○教育総務課指導主事（成瀬陽一君） ＴＯＥＩ

Ｃに関して、調査をしておりませんので、どれほ

ど受けているかというのは把握しておりません。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

全然そういったあれはなかった、今まで、受験

した人の。 

○教育総務課指導主事（成瀬陽一君） 英検でお

願いをしているので、ＴＯＥＩＣに関しては分

かっておりません。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。どうぞ。 

○委員（近松惠美子さん） 近松です。 

今のＴＯＥＩＣですけど、国際的にはもうＴＯ

ＥＩＣですよね。それはこれから考えていくとい

うことはありますか、それとも国の助成が３分の

１来るから、英検でやっていくのか。 

○教育部首席審議員（堀 治也君） 県の事業で

中学３年生を対象にした中学校英語検定チャレン

ジ事業というので、県からの補助もあっておりま

して、玉名市としてもその英検チャレンジ事業に

参加しているというか、それに取り組んでいると

ころでございます。 

○委員（近松惠美子さん） 近松です。 

２級まで取っている子がいるので、そういうの

もあるということだけでも、子どもたちに教えて

いただきたいなと思います。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑。はい、

どうぞ。 

○委員（西川裕文君） 西川ですけども、番号６

２番と６４番ですけども、小学校及び中学校の管

理費について、小学校の場合は１５校のうち１４

校、中学校は６校のうち４校ということで、小学

校１校、それと中学校の２校については、どうし

て高騰しとるとに必要ないのかというのをお願い

します。 

○教育総務課長（西原正信君） 小学校管理費の

分でございますけど、１４校分ということで上
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がっておりますが、玉稜小学校の光熱水費のほう

は、中学校費と一緒に支払っている関係上、６２

番の事業に関しましては１校少ないような状況で

ございます。 

６４番の玉稜中ほか３校ということで、４校分

ということで計上されておりますけど、昨年度１

校ちょっと突出して光熱費が高かった中学校がご

ざいまして、今年度かなり抑制して使われた関係

上、燃料高騰にも２０％から３０％程度高騰して

いるにも関わらず、当初予算の枠内で対応できた

という状況がございますので、補正のほうは４校

分ということで計上させていただいております。 

以上でございます。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

９ページのナンバー６８についてなんですけど、

高瀬米蔵跡地というのは、いわゆる私の財産だっ

たわけですよね。それを今度、指定されて、購入

するということになるんですけど、これは実際は

何て言うかな、事前の話というか、こやんとは当

然されとるとでしょうね、申請する段階でも。 

○文化課長（平川裕一君） 文化課の平川です。 

はい。国のほうに具申を上げる際にも、地主さ

んあたりの同意書といいますか、今後、公有地化

すること、それと玉名市が管理することに同意し

ますという同意書はいただいております。 

以上です。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

ちなみに、こういった場合、自分の土地が文化

財だったということで、そうやって文化財に指定

したいんだけどというお話があったときに、いや、

俺は絶対せんて断ることはでくっとですかね、文

化財保護法の関係です。 

○文化課長（平川裕一君） 文化財保護法の、今

の前田委員の御質問については、ちょっと調べた

ことはございませんけど、もともと今回のこの米

蔵跡が売買に出されたことがあるということで、

それがきっかけで国指定の手続を進めたという経

緯もございます。やはり持ち主の方の、それはも

う売るとおっしゃれば、もうこちらとしては何も

言えないということになるかなということになる

かなと思っております。 

以上です。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

分かりました。本人さんが売りたいという意思

がもうもともとあったということですね。分かり

ました。はい。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。どうぞ。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

１２ページの債務負担のところなんですけど、

２０万円の、タブレットパソコンの持ち帰り用シ

ムカード通信費て、この持ち帰りばするけん何か

新たに費用がかかるとですか。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 

２０番のタブレットＰＣ持ち帰り学習用のシム

カード通信費でございますけど、現在、９月から

２月分までの６か月分を令和４年度の当初予算の

ほうに計上いたしまして、今持ち帰り事業のほう

を推進しているところですが、この通信シムのほ

うが２月末で切れるものですから、令和５年度か

ら令和７年度まで、３か年分を債務負担行為の限

度額を設定いたしまして、新年度４月１日から使

えるように体制を整えるために、今回、債務負担

行為補正という形で３か年分をお願いしていると

ころでございます。 

以上でございます。 

○委員（北本将幸君） 北本です。 

通信費がかかるということですか、結局、持ち

帰りで。Ｗｉ-Ｆｉがつなげてとかじゃなくて。 

○教育部長（藤森竜也君） 部長の藤森です。 

北本委員御質問の趣旨は、持ち帰りばするだけ

でどうしてお金がかかるんだろうということだと

思うんですけど、うちのタブレットＰＣはＷｉ-

Ｆｉをしていまして、学校でＷｉ-Ｆｉにつな

がっている。家庭に、我々は家で携帯とかパソコ

ンとかをつなぐためのＷｉ-Ｆｉをもうフリーの
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Ｗｉ-Ｆｉを家に持っていますので、そういうと

ころは持って帰っても普通につなげて、ただで使

えるんですけど、それがないところの家庭が数

パーセント、やはり、子どもさん、家庭がありま

すので、そこについては小さいルーターというの

を貸し出して、それに通信用のシムカードを入れ

て、ルーターを貸し出して使ってもらう、要は教

育環境を平等に、学びの環境を保障するというこ

とで、備わっていないところに貸出しをする分で

ございます。よろしいですか。 

○委員（北本将幸君） 分かりました。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。はい、どう

ぞ。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

今の関連質問なんですけども、契約の期間なん

ですけども、確かａｕと契約をされているという

ことだったんですが、契約の期間はどれぐらいに

なっていますか。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 

現在は、９月から２月までの６か月間で、２月

末までの６か月間で契約をしているところでござ

います。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

その２月以降の債務負担行為って、それ以降の

話だと思うんですけど、それ以降が、これを見る

と何か３年分の上限額というのが見えるんですけ

ど、その契約期間が３年だとちょっと危険かなと

いうふうに感じたものですから、ちょっと今質問

させてもらっているんです。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 

今回、債務負担行為補正に上げさせていただい

ている分でございますけど、令和５年の４月１日

から令和８年の３月３１日までの３年間というこ

とで考えているところでございます。 

以上です。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

３年間、私も一般質問でも何回か質問させても

らってて、このへんの通信環境だとかというのは、

非常に日進月歩で、もう恐らく３年後といえば、

５Ｇが主流になってくるはずなんですね。今、５

Ｇて、まだこっちは来てないんですけれども、首

都圏のほうではもう５Ｇがほぼほぼ環境整備が

整ってて、恐らく１年後、まあ１年後はまだ難し

いと思うんですけど、２年後にはもう５Ｇが当た

り前になってくると思うんですね、地方のほうで

も。その中で３年間同じ契約で、確かこれは２０

ギガだったと思うんですけれども、ちょっと何か

もったいないような気がするんですけど、１年ご

との契約というのはできないでしょうかね。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 

今回、３年契約ということで上げさせていただ

いている理由といたしまして、これを単年度で切

りますと、恐らく５００円程度、シムの１台当た

りの通信費でございますけど、月額５００円程度

上がってまいりますので、３年契約ですることに

よって、かなり２０ギガ契約においても抑制もさ

れますし、ポケットＷｉ-Ｆｉ等のモバイルルー

ターに入れ替え作業も、年度年度でシムを入れ替

え作業も少なくなりますので、かなり効率的に運

用できるかなというふうに教育総務課のほうでは

考えているところでございます。 

以上でございます。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

はい。ありがとうございます。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。はい、どう

ぞ。 

○委員（作本幸男君） 作本です。 

ちょっとお尋ねします。この６３番のネパール

の方ですかね、この方は何年生ですか。 

○教育部首席審議員（堀 治也君） 教育部首席

審議員の堀です。 

４年生の女の子です。 

○委員（作本幸男君） 作本です。 
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支援員さんの任期が１１月から来年の３月まで

ですね。５か月間、これは子どもさんは長期滞在

といいますか、永住なのか、どちらなんですかね、

これは。 

○教育部首席審議員（堀 治也君） 教育部首席

審議員、堀です。 

お父さんが仕事の関係で以前から日本に住んで

おられます。娘さんは、お父さんの仕事が軌道に

乗ったのか、ちょっとどういう理由か分かりませ

んけども、１０月末に日本に祖父母と一緒に来ら

れました。今の時点で、そのまま日本に残るのか、

それとも短期でネパールに帰るのか、今、家族で

も相談をされているというところで、ちょっと今

後のところは分からないんですけども、とりあえ

ず日本の小学校に通うということで、日本語が全

くできないということでしたので、こういった形

で対応させていただいたところです。 

○委員（作本幸男君） 作本です。 

５か月間の任期ですけども、これはもう５か月

間というのは、支援員さんの、来年度はまた来年

度で、子どもがおれば、そのまま日本におれば、

また来年度も４月から支援員を採用するというこ

とでしょう。 

○教育部首席審議員（堀 治也君） 首席審議員、

堀です。 

そうしていきたいなと思うところです。やはり

一人一人を大切にというところでですね。ただ、

この１１月、１２月で、かなりやはり子どもです

ので、日本語も片言でしゃべれるようになってき

ているというふうに聞いていますので、もしかす

ると半年ぐらいでかなり身に付いて、子どもたち

の中でまた覚えていくということもあるのかなと

は思っています。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。ありません

かね。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

以上で、議第８２号令和４年度玉名市一般会計

補正予算（第７号）に関する質疑及び委員間討議

はすべて終結いたしましたので、これより討論に

入ります。議第８２号について討論はありません

か。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

これより採決に入ります。議第８２号令和４年

度玉名市一般会計補正予算（第７号）については、

全員一致をもって可決することに御異議ありませ

んか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

ここで執行部の入替えのため、暫時休憩いたし

ます。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午後 ２時４０分 休憩 

午後 ２時４４分 開議 

－－－－－－○－－－－－－ 

○委員長（多田隈啓二君） 休憩前に引き続き委

員会を開きます。 

次に、議第１０１号令和４年度玉名市一般会計

補正予算（第８号）を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野です。 

議第１０１号令和４年度玉名市一般会計補正予

算（第８号）につきまして、事業内容を御説明い

たします。 

予算資料の１ページをお願いいたします。 

下段の１番、保育所運営事業２７０万円の追加

でございますが、保育所・幼稚園等の送迎するバ

スに、園児置き去り防止ブザーを設置するための

費用の補助を行なうもので、１台当たり１８万円

を上限に補助を行なうものでございます。 

以上でございます。 

○保健予防課長（木村隆宏君） 保健予防課の木
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村でございます。 

予算資料の２ページ目をお願いいたします。 

２番の出産子育て応援事業８,１１３万２,００

０円の追加、及び３番の母子衛生費、会計年度任

用職員１３３万１,０００円の追加は、共に国の

第２次補正予算により取り組む本市の出産子育て

応援事業でございまして、すべての妊婦、低年齢

期の子育て世帯が安心して出産、子育てできる環

境を整備するため、伴走型相談支援及び経済的支

援を行なうものでございます。 

内容といたしましては、令和４年４月以降に出

産届出、または妊娠届出をされた子育て世帯を対

象として、妊娠届出時より妊娠や、特にゼロ歳児

から２歳の低年齢期の子育て家庭に寄り添い、出

産育児等の見通しを立てるための面談や情報発信

等を行なうことを通じて、必要な支援につなぐ伴

走型支援の充実を図るとともに、妊娠届出や出産

届出の各届出を行なった後に面会を受けた妊婦等

に対し、各届出ごとに各５万円、合計で１０万円

相当を助成することで、出産育児関連用品の購入

に充てることで負担軽減を図る経済的支援を一体

的として実施するものでございます。 

なお、この事業の財源は、一部システム改修分

の国１０分の１０を除き、国３分の２、県６分の

１の出産子育て応援交付金が交付され、本市の負

担は６分の１でございます。 

今回、国においては令和５年９月までの予算を

第２次補正予算で予算化されることから、本市に

おきましても国同様に来年９月までの予算を計上

し、予算資料の２ページ下段に記載のとおり、第

２表繰越明許費補正として５,８００万円を見込

額として追加するものでございます。 

以上でございます。 

○教育総務課長（西原正信君） 教育総務課長の

西原です。 

同じく、予算資料の２ページ目の４番、小学校

管理事業の１０８万円は、小学校スクールバスに

置き去り防止ブザーを設置するための費用を助成

するものでございます。３小学校の１２台分、ス

クールバスがございますが、まず１つ目に自動検

知方式、カメラ等で車内を監視する自動検知方式

か、２つ目に運転手が車両後方の自動確認済みボ

タンを押し解除する押しボタン方式かを、いずれ

かを導入するものでございます。 

なお、この事業の財源は、国の２次補正の補助

金といたしまして、１０８万円の歳入がございま

す。こちらの事業は、国が２分の１、事業者が２

分の１をするものでございます。 

以上で、議第１０１号に係る説明のほうを終わ

ります。 

○財政課長（宮本圭一郎君） 財政課長の宮本で

す。 

下段の今回補正額の財源でございますが、一般

財源の内訳につきましては、補正の財源調整とし

て普通交付税を追加するものでございます。 

以上で、議第１０１号の説明を終わります。 

○委員長（多田隈啓二君） はい。以上で執行部

の説明は終わりました。 

これより質疑及び委員間討議に入ります。 

議第１０１号について、質疑及び委員間討議は

ありませんか。どうぞ。 

○委員（大野豊重君） 大野です。 

送迎バスの置き去り防止ブザーなんですけれど

も、国のほうで１０分の１０で、小学校のほうが

何か２分の１になるなんですかね。ブザーのこの

システムの価格が大体四、五十万円、高いもので

は６０万円、７０万円とあると思うんですけれど

も、恐らく平均的に見ると４０万円とかがあると

思うんですが、これは今回は国からの流れなんで

すけども、玉名市独自としてもう少し補助を入れ

てはどうかなと思うんですけども、結局、ブザー

代も保育園のほうも１８万円出るんですけれども、

大体半額ぐらいですよね、ブザー代の。なので、

そこにプラスアルファで玉名市のほうとしても何

か上乗せしたらどうかなというふうに思うんです

けれども、このブザーって、毎年毎年何か使わな
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きゃいけないものではなくて、ほぼほぼ一発物だ

と思いますので、あとは保守、メンテナンスが

ちょっとかかるぐらいだと思いますので、そのあ

たりちょっと市独自としての考えはどうかなと思

うんですが、いかがでしょうか。 

○教育総務課長補佐兼教育政策係長（近藤隆宏君）

 教育総務課、近藤でございます。 

すみません。装置の価格につきましては、今、

国のほうがガイドラインを定めて、いわゆる基準

作り等をしているところですけども、国といたし

ましても総額で大体１８万円、取付料込みで１８

万円を見込んでおりますことから、今回その２分

の１でございます９万円のほうを今回予算計上さ

せていただいているということで、大野委員、４

０万円程度とおっしゃいますけど、国といたしま

しては大体１８万円ぐらいで取付代込みで設置で

きるものというところで今回の予算取りしている

ところでございます。 

以上でございます。 

○委員（大野豊重君） ということは、ブザーシ

ステム代が１８万円ぐらいで、国がガイドライン

をするということですよね。ちょっと私もものす

ごく気になってて、全国で国が、要は保育園のほ

うとかは義務化ということで、ものすごい商売的

にはラッキーだなというふうに思ってて、いろい

ろメーカーのパンフを見ていると、大体オープン

価格というふうに載ってて、いいところは大体も

う本当高い７、８０万円で出してたけれども、量

産化に伴って４０万円にしますよとか、ただまだ

はっきはりとした金額は決まってなかったので、

私は先ほど４０万円ぐらいかなというふうにはお

答えしたんですけど、ガイドラインで結局２０万

円未満ぐらいでできるから、保育園のほうとして

はもうペイできるということなんですね。 

はい、分かりました。ありがとうございます。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。はい、どう

ぞ。 

○委員（松本憲二君） 放課後のその学童クラブ

があるじゃないですか。保育園あたりで運営しよ

んなはるところの学童クラブが、そこで送迎バス

ば持っとんなはるところがあるて思うとですよ。

そのへんに対してもこの補助金というのは当ては

まるとですかね。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

放課後児童クラブも対象としております。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。はい、どう

ぞ。 

○委員（前田正治君） 前田です。 

装置もこれは必要でしょう。しかし、保険のご

たるものだと私は思うとですよ。この事件を受け

て、学校関係、スクールバスを使っているような

幼稚園、あるいは放課後クラブとか、いろいろな

ところに対して、どういう指導というか、園の状

況を聞くとか、そういった何らかの行動をされた

と思うんですけど、そのことについてちょっとお

尋ねします。お知らせください。どういったこと

をされたか。 

○子育て支援課長（中野光昭君） 子育て支援課

長の中野でございます。 

園長会議のときに、各園長さんのほうに確認を

しておりまして、こういうとはあり得ないという

ことでは聞いているところでございます、置き去

りについてですね。最後に見るようにはしている

ということで。 

以上でございます。 

○委員（前田正治君） 普通はあり得んと思うと

ですよ。ところが、実際、あっとるけんですね、

やっぱり何というかな、一人任せにせんと、集団

でやっぱりいろいろチェックしていくというのが

大事じゃなかつかなと私は思います。 

以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに。はい、どう

ぞ。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

子育て支援のところで、出産準備給付金、１件
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に５万円ということになっておりますけども、こ

の５万円で出生率の向上はどれぐらい見込んでお

られるのか、計算されておられたら、ちょっとお

願いしたい。これは国の国庫金と一般財源からの

合わせての５万円ですから、強いて言えば、この

５万円ではちょっと、今朝の新聞なんか見てみま

したらね、５０万円でも、あえて進んで子どもを

産みたいと思わないという言葉がちょっと載って

いましたね。そういうことからして、この５万円

でどれだけの少子化が、出生率が向上するか、そ

のへんをちょっと計算しておられたらお願いしま

す。 

○保健予防課長（木村隆宏君） 保健予防課の木

村でございます。 

出生率の向上について、どれくらい向上するか

ということの率につきましては、申し訳ございま

せん、こちらのほうでは出しておりません。しか

しながら、この制度を構築することで、少しでも

出産ができやすい、若しくは子育てがしやすい環

境をつくるということで、今回につきましては国

といたしましても経済的支援のみならず、伴走型

支援と併せてフォローアップしながら、出産にか

かる、若しくは子育てにかかる費用を一部負担す

るという考え方のもとで取り組まれるものという

ふうに考えております。 

以上でございます。 

○委員（田畑久吉君） 田畑です。 

一般財源からもね、歳出する以上はね、何らか

の効果を狙っての行政のあり方と思うんだけど、

そのへんのことが全然計算してないというのは、

ちょっと腑に落ちないよね。だから、何らかの効

果はこういうふうにありますよとかね、見込んで

いますとか、数字がない限り、ただ一般財源を出

すのかということになりますよね。我々だってい

ろんな事業をするときに、必ず原価計算して、そ

の効果はどうなるか計算した上で金を使うわけで

すからね。そのへんのことはどうですかね、

ちょっと行政の皆さんがそこまでの感覚がないの

か、感覚があってもしないのか。私は一般財源を

もうちょっと増やしてでもね、１件に５０万円ぐ

らい出してもいいんじゃなかろうかと思うんです

ね、少子化対策をする以上は。そういう考えはど

うですか。ちょっと簡単でいいから。 

また、個人的に聞きます。いいです。 

○委員長（多田隈啓二君） よろしいですか。大

丈夫ですか。はい、ほかに。はい、どうぞ。 

○委員（𠮷田真樹子さん） 𠮷田です。 

今の出産子育て応援事業のところで、もう既に

産んだという子には現金で１０万円というお話

だったけど、それはどんなふうな形で手続をして

頂くという形になるんでしょうか。 

○保健予防課長（木村隆宏君） 既に今回の分に

ついては、令和４年の４月から訴求する対応にな

りますけども、出産をされている方については、

私どものほうで対象の方を把握をいたしまして、

その方々に対しまして申請書のほうをお送りいた

します。そして、アンケート等も併せてという形

で実施をいたしまして、返信用の封筒をいただい

て、まずは両方の給付金についてを支給ができる

形をとろうというふうに考えております。 

○委員（𠮷田真樹子さん） 𠮷田です。 

これは令和５年９月までのて書いてあるけど、

これは引き続きあるんですか。 

○保健予防課長（木村隆宏君） 保健予防課の木

村でございます。 

国といたしましては、令和５年度の当初予算に

計上するところで現在準備をされておりますので、

私どもも同じような形なのか、とにかくつなぐ形

の継続できる形を、今後取る必要性があるかとい

うふうに思っております。 

○委員（𠮷田真樹子さん） 𠮷田です。 

今、田畑委員が言われておりましたけど、たま

たま私の娘が１２月６日に産んで、こういう話を

聞いたので、よかったねというところで連絡をし

たところ、知らなかったんですけど、無痛分娩で

産んだということで、そこにプラス何万かかるか
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は聞いてないんですけど、わあもうそれは無痛分

娩に充てようて言ったんですね。だから、もう全

然やっぱり普通分娩で産むのと大分違いがあるそ

うで、そんな感じで無痛分娩に使うとかいう、何

か体にやさしい産み方ができるとすれば、これか

ら増えていくのかなということもちょっと思った

ところでした。 

以上です。 

○委員長（多田隈啓二君） ほかに質疑及び委員

間討議はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） これにて質疑及び委

員間討議を終結いたします。 

これより討論に入ります。議第１０１号につい

て討論はありませんか。 

   ［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 討論なしと認めます。 

これより採決に入ります。議第１０１号令和４

年度玉名市一般会計補正予算（第８号）について

は、全員一致をもって可決することに御異議あり

ませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認め、

さよう決定いたしました。 

以上で、今回の予算決算委員会に付託されてい

る案件の審査は終了いたしました。 

今日初めて開催したんですけど、局部長がおら

れますけど、やはり氏名を述べられてから発言が

なかったというのが結構、教育部局は多かったの

で、録音しているので、ぜひそのへんは今後徹底

していただきたいとお願いしておきます。 

ここでお諮りいたします。委員長報告の作成に

つきましては、委員長に御一任願いたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

   ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（多田隈啓二君） 御異議なしと認めま

す。よって、さよう決定いたしました。 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

これにて予算決算委員会を閉会いたします。 

お疲れさまでした。 

－－－－－－○－－－－－－ 

午後 ３時００分 閉会 
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